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Ⅰ．総論 
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１－１．は じ め に 

 

本市は、徳島県の西部に位置し、豊かな自然と数多くの文化財が残る歴史情緒あふ

れるまちである。北側には阿讃山脈、南側には剣山が位置し、市のほぼ中央には四国

三郎吉野川が流れ、日本一の清流穴吹川が吉野川に流れ込む清らかな水と豊かな緑に

囲まれた自然の美しい地域である。 

この美しい自然を守り、水環境の保全と快適な生活空間を確保するため、本市では、

平成9年旧穴吹町において、特定環境保全公共下水道事業に着手した。以降、終末処

理場とともに管渠布設工事が進められ、現在では事業計画区域95haが完了を迎えよう

としている。 

一方、平成28度末現在におけるわが国の汚水処理人口普及率は約90％に至り、今後

10年程度を目標に汚水処理施設整備の概成が進められている。しかし、地方都市では、

汚水処理施設の普及が大きく立ち遅れているのが実情であり、徳島県においても58.9

％の普及率にとどまっている。 

また、わが国の人口動態では、平成18年をピークに減少傾向に転じ、50年後にはピ

ーク時の約7割にまで人口が減少すると予測されている。整備した汚水処理施設スト

ックの老朽化対策や改築・更新が求められる中で、汚水処理施設整備事業の運営管理

に対しても深刻な影響を及ぼすことが懸念されている。 

こうした状況を踏まえ、近年の汚水処理施設においては、早期整備が可能な手法の

導入と、持続的な汚水処理システムの構築に向けて、効率的な事業の推進が求められ

ている。 

本市の下水道においても、従前の人口増加による整備手法から人口減少に対応した

効率的な整備手法に基づく事業の推進が必要であり、この情勢の変化を踏まえた長期

的かつ段階的な事業の実施を図るため、この度、全体計画の見直しを行った。 

本事業計画は、この全体計画に定められた穴吹地区及び舞中島地区からなる穴吹処

理区において、施設の整備・配置計画を定め、機能の維持に関する中長期的な方針を

決定することにより、将来にわたって安定的に事業を進められるよう策定するもので

ある。 
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Ⅱ．予定処理区域及びその周辺地域 

の地形及び土地の用途 

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



２－１．地形及び土地の利用状況 

(1)位置及び地勢 

  本市は、県西部に位置し、西側が三好市、美馬郡つるぎ町と、北側が讃岐山脈の

山頂で香川県と、東側が阿波市、吉野川市、名西郡神山町と、南側が那賀郡那賀町

と接し、面積は 367.14km２である。 

 

     東   経     北   緯     面   積  

 134°10’ 34°03’ 367.14km2  

 

 

 

 

図 2.1 美馬市の位置 
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(2)土質状況 

 徳島県は、東西方向に延びる地質構造線が幾本も発達し、この構造線を境界とす

る帯状の地質区分がなされている。主な構造線は、北側より中央構造線・御荷鉾構

造線があり、本市穴吹町は、これらにはさまれた三波川帯に位置する。 

  地質構造は、上部より吉野川の氾濫により堆積した砂・シルト、その層下には吉

野川の旧河道堆積物である結晶片岩の円礫を主体とする段丘礫層があり、深部には

基岩となる三波川結晶片岩が存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 2.2 徳島県の地帯構造区分となる主な構造線 
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(3)土地利用 

本市の総面積は、平成 28 年度で 367.14km2であり、その大半を田や森林などの自

然的土地利用が占めている。 

また、平成 3年の土地利用と比較すると、都市的土地利用が増加する一方で、田

などの農地が減少している。 

 

図 2.3 土地利用の状況 

出典：美馬市都市計画マスタープラン、平成 29年 11 月 

 

1)土地利用の現況（平成 26 年 3 月） 

   穴吹町における農業振興地域は、純然たる森林区域を除いた 6,911ha で、土

地利用の現況は、このうち農用地 699ha、森林原野 5,730ha、住宅地 176ha、工

場用地 13ha、その他 293ha となっている。 

2)土地利用の目標 

   本市では、平成 26 年 4 月に農業振興地域整備計画の変更を行い、土地利用の

新たな目標値を定めている。 

 

表 2.1 土地利用の現状と目標（穴吹町地域） 

        単位：ha 

 農 用 地 森林原野 住 宅 地 工場用地 そ の 他 計 

現 況 

(平成 26 年 3 月) 
   699   5,730       176        13       293     6,911 

目 標    497   5,800       180        20       414     6,911 

増 減   △202     70         4         7       121   ― 

                                      出典：美馬市農業振興地域整備計画書 

                                                   (平成 26 年 4 月計画変更) 

図 2.4に穴吹町地域の土地利用計画図を示す。 

7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



 

図 2.4 土地利用計画図（穴吹町地域） 
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(4)河 川 

本市は、四国三郎の別名を持つ一級河川吉野川が市のほぼ中央を東西に流れ、数

多くの河川が吉野川に流れ込んでいる。 

中でも、穴吹町地域においては、日本一の清流として名高い穴吹川を始め、11 本

の一級河川及び 101 本の準用河川がある。これらのうち、一級河川について表 2.2

にまとめる。 

表 2.2 一級河川吉野川水系河川の概要 

 河  川  名  図面番号  流路延長          備       考 

 吉 野 川     １  108,109ｍ 一級河川（穴吹町内延長 9,570ｍ） 

 穴 吹 川     ２   41,891 一級河川（穴吹町内延長18,000ｍ） 

 内 田 谷 川     ３    4,500 一級河川（1,200m）準用河川（3,300m） 

 明 連 川     ４    3,273 一級河川 

 渕 名 谷 川     ５    2,500 一級河川 

 調 子 野 谷 川     ６    1,300 一級河川 

 市 場 谷 川     ７    2,350 一級河川（1,350m）準用河川（1,000m） 

 三 谷 川     ８    1,200 一級河川（700m）準用河川（500m） 

 東 分 谷 川     ９      400 一級河川 

 石 神 谷 川     10      300 一級河川 

 一 ノ 谷 川     11    1,235 一級河川 

                                               出典：美馬市資料 
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図 2.5 一級河川位置図（穴吹町地域） 
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(5)既存排水路 

穴吹町舞中島地区に、浸水対策としての排水路が存在する。図 2.6 に主要な排

水路の位置及び形状を示す。 

 

 

 

 

図 2.6 舞中島地区 既存排水路系統図（φ500mm 以上） 
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(6)気 象 

  本市は、瀬戸内海式気候を示し、比較的温暖であり、平成 19 年～平成 28 年の平

均年間降雨量も 1,553 ㎜と多くはない。 

  表 2.3 に気象観測データを示す。観測地点は穴吹（北緯 34°02.5'東経 134°

10.2'）である。 

表 2.3 気象観測（気温・降水量） 

平均 最高 最低 最高 最低

平成19年 15.4 20.7 11.2 35.3 -1.7 1,073.0 208.0 49.0

20 14.8 20.0 10.8 35.5 -3.1 1,454.5 82.0 37.5

21 15.1 20.5 10.9 35.2 -4.2 1,489.0 221.0 60.0

22 15.2 20.4 11.0 36.3 -2.9 1,206.5 89.5 42.5

23 14.8 20.0 10.7 35.2 -4.6 2,378.5 393.5 55.5

24 13.5 18.4 9.5 35.3 -3.6 1,465.0 147.5 38.5

25 15.1 20.6 10.6 37.2 -3.2 1,825.0 228.0 70.0

26 14.6 19.7 10.5 35.6 -3.6 1,776.5 209.0 51.5

27 15.3 20.2 11.2 36.2 -2.1 1,510.5 194.5 45.0

28 15.8 21.1 11.6 35.9 -5.7 1,346.5 137.0 51.0

平均 1,552.5

資料：気象庁

気温(℃) 降水量(mm)

平均 極

総量 日最大 １時間最大
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図 2.7 降水量及び平均気温（平成 28 年） 
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(7)道路計画 

本市の主要な道路は、徳島自動車道、国道 192 号、193 号、438 号及び 492 号を

中心に、県道等と合わせ都市幹線道路網を形成し、隣接市町村との広域連絡道とし

ての役割を果たしている。 

穴吹町地域においては、現在、国道 192、492 号や主要地方道鳴門池田線等の整備

（1.5 車線化等）の促進がなされている。 

図 2.8に、穴吹町地域の主要道路位置図を示す。 

 

表 2.4 主要道路の現況（美馬市） 

                            (平成28年4月1日現在） 

路線名 路線延長（ｍ） 改良率（％） 舗装率（％）

指定区間 192号 9,450 100.0 100.0

193号

438号

492号

美馬塩江線

鳴門池田線

多和脇線

穴吹塩江線

美馬半田線

美馬貞光線

小島停車場線

脇三谷線

三ツ木宮倉線

脇町曽江線

大谷脇町線

田方穴吹線

端山調子野線

一宇古宮線

中野木屋平線

県道

主要地方道 33,393 75.9 100.0

一般県道 70,576 45.5 96.7

区　　分

国道
県管理区間 88,816 72.7 100.0

                             出典：美馬市資料 

 

表 2.5 市道の現況（穴吹町地域） 

(平成 28 年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

 
出典：美馬市資料 

道路種別 道路延長（ｍ） 改良済延長（ｍ） 改良率（％） 舗装延長（ｍ） 舗装率（％）

一   級 82,376 58,505 71.0 77,258 93.8

二   級 132,428 65,259 49.3 118,518 89.5

その他 1,039,673 291,749 28.1 749,898 72.1

計 1,254,477 415,513 33.1 945,674 75.4
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図 2.8 主要道路位置図（穴吹町地域） 
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(8)宅地開発計画 

穴吹町地域における大規模な宅地開発としては、現在のところ見込まれていない。 

 

 

(9)河川計画 
吉野川整備計画において、本市では、美馬町沼田箇所、脇町第三箇所にて、洪水

対策事業による堤防の整備が進められている。 

また、穴吹町地域では、穴吹川などのシンボル性の高い河川において、自然の生

態系に配慮した河川空間の整備や水辺景観を享受できる親水空間の整備などへの取

り組みが検討されている。 

 

 
図 2.9 吉野川整備計画 
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２－２．下水の排除方式及びその決定理由 

 

下水の排除方式には分流式と合流式があり、分流式は汚水と雨水とを別々の管路

系統で排除する方式であり、合流式は同一の管路系統で排除する方式である。 

分流式は、汚水のみを処理場に導く方式であるため、雨天時に汚水を公共用水域

に放流することがないので、水質汚濁防止上有利であり、また、在来の雨水排除施

設の比較的整備されている地域では、それらの施設を有効に利用することができる

ため、経済的に下水道の普及を進めることができる。 

ただし、分流式でも、降雨初期においてかなり汚濁された路面排水が雨水管渠を

経て直接に公共用水域に放流されることや、地下埋設物の錯綜している既成市街地

に雨水管渠と汚水管渠の両方を新設する場合は、施工が困難な場合があること、分

流式の汚水管渠は小口径のため、合流式に比べて管渠の勾配が急になり埋設が深く

なることなどの短所もある。また、分流式であっても、雨天時における汚水管への

雨水の混入が避けがたい場合があり、雨水混入をいかに少なくするかが、分流式の

課題の一つである。 

一方、合流式は単一の管渠で汚水と雨水とを排除するため、浸水被害の多発地域

や雨水排除施設が整っていない地域では有利な排除方式である。 

しかし、降雨時に管渠内の沈殿物が一時に掃流され、処理場に大きな負担がかか

ることや、雨水吐き室からある一定倍率以上に希釈された汚水が直接放流されるこ

となど、水質保全上、好ましくない問題がある。 

本市では、生活環境の改善と公共用水域の水質保全の観点から、排除方式は分流

式を採用している。 

 

排 除 方 式 分 流 式 
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２－３．予定処理区域及びその決定理由 

(1)全体計画区域 

 本計画における公共下水道全体計画区域は、人口密集地域であり、処理場に近接

した穴吹川左岸からＪＲ穴吹駅付近にかけての穴吹地区を中心とした区域および舞

中島地区とし、その面積は 95ha である。 

 

(2)事業計画区域 

上位計画にあたる全体計画区域は、概成している。よって、本事業計画における

区域も全体計画と同じとし、その面積は 95ha である。 

 

表 2.6 事業計画区域 

ブロック 行政区名 
区域内面積 

（ha） 
ブロック 行政区名 

区域内面積 

（ha） 

穴吹地区 岩手 3.3 三島地区 東舞東・西, 11.5 

 岩手上 2.3  明連団地 1・2,  

 北岡(1)・(2) 6.2  中島団地 1・2・3・5  

 北 6.1  観音堂 3.8 

 盤若,大平台 3.4  三島中央 4.9 

 辻 3.9  土井 3.6 

 中 2.7  庄舞 9.6 

 藪ノ下 2.7  大原,大原南 9.6 

 畑中 2.5    

 柏 3.6    

 常盤 1.3    

 井手端 2.3    

 土場 5.2    

 奈良坂 2.2    

 奈良坂中 1.5    

 奈良坂上 1.7    

口山地区 尾山 1.1    

小計  52.0 小計  43.0 

   合計  95.0 
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図 2.10 下水道事業計画区域図 
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２－４．管渠、処理施設及びポンプ場の位置の決定理由 

 下水道計画は、処理施設・幹線ルート等を一体として効率的に計画するものであ

り、以下のように計画する。 

 

(1)管渠位置の決定理由 

 位置選定した処理施設に対する幹線を含めたルートの設定にあたっては、以下の

条件を考慮して決定する。 

①自然流下を原則とする。 

②ポンプ場の数はできるだけ少なくする。 

③暗渠構造とする。 

④延長が最小となるように努める。 

⑤土被りを小さくする。 

⑥高価な特殊工法（シールド，推進等）を強いられないよう努める。 

⑦道路計画等他事業との整合を図る。 

⑧国道，県道等主要な道路には、幹線を縦断方向に入れることをできる限

り避け、横断箇所も少なくする。 

⑨鉄道横断箇所をできるだけ少なくする。 

⑩河川横断箇所をできるだけ少なくする。 

条件により、施工性及び経済性を考慮した収集方法を採用する。 

 

(2)処理場位置の決定理由 

 処理場位置の選定においては、以下の条件を考慮する。 

①必要な敷地面積が確保できるとともに、周囲に余裕があること。 

②管路施設が合理的、経済的に設置できること。 

③放流先が確保できること。 

④地域の環境に調和し、住民の合意を得られること。 

⑤洪水による浸水の恐れの少ないこと。 

⑥地盤が良好であること。 

⑦用水・電力が得やすいこと。 

⑧管理用道路が得られること。 

⑨投資効果が大きく得られること。 

⑩河川管理者に経済的に合意できること。 

これらの条件から、穴吹川下流部左岸の用地とした。 

 

(3)ポンプ場の位置の決定理由 

本計画区域内にポンプ場はない。 
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Ⅲ．計画下水量及びその算出根拠 
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３－1．計画人口 

(1)計画目標年次 

計画目標年次は、概ね 5～7年程度を見込んで設定するのが望ましいとされている。

そこで、本計画では、計画目標年次を 7年後の 2024 年度（平成 36 年度）とする。 

 

表 3.1 計画目標年次 

計画目標年次 

全 体 計 画 
2035 年度 

（平成 47年度） 

事 業 計 画 
2024 年度 

（平成 36年度） 

 

(2)下水道計画区域の設定 

今回の事業計画では、既事業計画からの区域変更は行わない。 

よって、本計画における下水道計画区域を下記のとおりとする。 

 

表 3.2 計画処理区域面積の新旧対照 

計画処理区域面積（ha） 

既事業計画 今回事業計画 全体計画 

95 95 95 
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(3)計画人口 

①行政区域内人口の推定 

本市の行政区域内人口は、図 3.1 に示すとおり、若干減少傾向を示している。一

方、世帯数は横ばい傾向である。 
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図 3.1 行政区域内人口の推移 

 

計画目標年次における人口を推測するに当たっては、他の市計画値との整合を図

る必要がある。本市における将来人口の推計値としては、以下の 2つが挙げられる。 

 

1)国勢調査を用いた推計値 

平成 22 年の国勢調査の結果を基に平成 25 年に国立社会保障人口問題研究所（以

下、社人研 H25 という）が推計した値である。社人研による推測によれば、2035 年

度（平成 47 年度）における本市の行政人口は 22,012 人である。 

2)美馬市人口ビジョンによる値 

今後、工場立地等の機会を活かし、雇用の創出をはじめ、製造業や農・林業等の

基盤産業が、小売業、対個人サービス業等の非基盤産業を牽引する「地域経済の好

循環」をつくることを柱として「社会増」を実現し、結婚～出産～育児までのきめ

細かな施策の展開により「自然減」を抑制していくことで 2060 年の本市人口「2万

人」を確保することとしている。 

 

全体計画においては、「2)美馬市人口ビジョンによる値」を用いている。よって、

本計画においても準拠することとする。 

全体計画：計画行政人口 2035（平成 47）年度 （25,529≒） 25,500 人 

事業計画：計画行政人口 2024（平成 36）年度 （28,158≒） 28,200 人 
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②計画区域内人口の決定 

穴吹処理区域内の人口および世帯数を表 3.4および図 3.3に示す。 

 

表 3.4 穴吹処理区域内の人口および世帯数 

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

美馬市人口 32,181 32,052 31,626 31,176 30,643 30,183

美馬市世帯数 12,856 13,013 12,969 12,907 12,867 12,859

世帯当り人口 2.50 2.46 2.44 2.42 2.38 2.35

穴吹処理区域内 2,858 2,839 2,822 2,824 2,800 2,786
人口比率 8.9% 8.9% 8.9% 9.1% 9.1% 9.2%

穴吹処理区域内 1,069 1,083 1,077 1,089 1,102 1,120
世帯数比率 8.3% 8.3% 8.3% 8.4% 8.6% 8.7%

穴吹処理区域
世帯当り人口

2.67 2.62 2.62 2.59 2.54 2.49

年度
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図 3.3 美馬市および穴吹処理区の人口および世帯数 

 

上記によると、美馬市の人口は減少傾向にあるものの、穴吹処理区域の人口は、

ほぼ横ばい傾向にあり、世帯数は微増傾向にある。ただし、将来的には、美馬市全

域の人口と同様に減少傾向となると推定される。 
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計画区域内の人口を算定するには、平成 27 年度の汚水処理基本構想に準じて将

来の 1世帯当りの人員を基準に人口推計を行う。 

処理区域内人口は、処理区域内の世帯数が将来的にもほとんど変化しないもの

として、現況の世帯数に将来の 1世帯当りの人員を乗じることで求める。 

将来の１世帯当たりの人員については、地域別に設定して検討を行うこととし

た。地域別の世帯人員の設定については、現況（平成 26 年度）の世帯人員に、市

全体の世帯人員の減少率を乗じて算出する。 

表3.5に平成27年度の汚水処理構想で設定された将来の1世帯当りの人員を示

す。これより、穴吹町地域の１世帯当たりの人員は、美馬市全体と比べてほぼ同

値である。 

また、徳島県と美馬市における平均世帯人員の推移を表 3.6および図 3.4に示

す。 

 

表 3.5 将来の 1世帯当たりの人員 

2014年 2025年 2035年
平成26年 平成37年 平成47年
（現況）

2.42 2.29 2.24 
1.000 0.950 0.926

2.43 2.31 2.25 

2.46 2.34 2.28 

2.42 2.30 2.24 

1.79 1.70 1.66 木屋平地域

項　目

市全体
（減少率：各年/H26）

脇町地域

美馬町地域

穴吹町地域

 

出典：平成 27 年度 基本構想 平成 28年 3 月、p3-11 

 

表 3.6 徳島県と美馬市における平均世帯人員の推移 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人口
（人）

805,028 800,421 794,508 789,146 784,725 781,348 776,177 770,831 765,247 759,047 751,280 744,837

世帯数
（戸）

299,629 302,154 303,850 305,922 308,265 302,550 304,189 305,568 306,865 308,149 306,232 307,251

世帯人数
（人/戸）

2.69 2.65 2.61 2.58 2.55 2.58 2.55 2.52 2.49 2.46 2.45 2.42

比率
（各年/H22）

1.04 1.03 1.01 1.00 0.99 1.00 0.99 0.98 0.97 0.95 0.95 0.94

人口
（人）

34,812 34,358 33,944 33,504 33,101 32,577 32,181 32,052 31,626 31,176 30,643 30,183

世帯数
（戸）

12,661 12,674 12,755 12,851 12,879 12,871 12,856 13,013 12,969 12,907 12,867 12,859

世帯人数
（人/戸）

2.75 2.71 2.66 2.61 2.57 2.53 2.50 2.46 2.44 2.42 2.38 2.35

比率
（各年/H22）

1.09 1.07 1.05 1.03 1.02 1.00 0.99 0.97 0.96 0.96 0.94 0.930

※徳島県値：県ホームページ（徳島の人口　4月1日値）

美馬市値：市提供資料（年度末値）　　　　　　　　

徳島県

美馬市
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図 3.4 徳島県と美馬市における平均世帯人員の推移 

 

表 3.6および図 3.4より、徳島県と美馬市では同様に変化しており、今後も同

様に推移するものとする。 

よって、社人研 H22 にて示された徳島県の将来の 1世帯当たり人員の変化率（減

少率）を美馬市および穴吹町地域においても当てはめる。 

 

表 3.7 平均世帯人員の推移 

2014年度 2015年度 2020年度 2024年度 2025年度 2030年度 2035年度

H26年度 H27年度 H32年度 H36年度 H37年度 H42年度 H47年度

（現況） （基準年) （事業計画）

2.46 2.44 2.38 － 2.34 2.31 2.28

1.000 0.991 0.966 － 0.950 0.938 0.926

2.42 2.39 2.33 － 2.29 2.26 2.24

1.000 0.991 0.966 － 0.950 0.938 0.926

2.42 2.39 2.33 2.30 2.29 2.26 2.24

市全体

（減少率：各年/H26）

穴吹町地域

項目

徳島県

（減少率：各年/H26）

 

 

以上より、穴吹処理区域内の現況世帯数に 2024 年度（平成 36 年度）の１世帯当

たりの人員（2.30 人/世帯）を乗じて求める。 

 

1,120 世帯 × 2.30 人/世帯 ＝ 2,576 人 ≒ 2,600 人 

       （現況世帯数） （世帯人員） 

計画区域内人口 2,600 人 
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３－２．１人１日当たりの汚水量及びその推定根拠 

3-2-1.生活汚水量原単位 

生活汚水量は一般家庭から排出される汚水量であり、1 人 1 日当りの

生活汚水量に計画常住人口を乗じて算定する。1 人 1 日当たりの生活汚

水量（生活汚水量原単位）は、上水道の過去の給水実績より設定する。 

 

(1)生活汚水量原単位の推定 

1)「流域別下水道整備総合計画調査指針と解説」（平成 27 年下水道協会） 

（以下、「流総指針」という） 

流総指針によると、「生活排水量原単位は地域の生活水準により異な

るが、概ね日平均 180～270 /人･日程度である。また、近年は生活用品

の節水化や住民の節水意識の向上等により、生活用水使用量は横ばいか

減少傾向にある。」（p.37）とされている。 

 

2)｢紀伊水道西部水域流域別下水道整備総合計画｣（平成 26 年徳島県） 

（以下、「流総計画」という） 

推計値〔目標年次：2030 年（平成 42 年）〕 

｢流総計画｣において、目標年次 2030 年（平成 42 年）における生活汚

水量原単位は 320 /人/日と推定している。 

 

3)水道給水実績による推定 

穴吹町地域における過去 7 年の上水道給水実績より予測を行い、全体

計画目標年次における１人１日平均計画汚水量原単位は、312～328 /人･

日（生活＋営業） となる。ただし、生活用水・営業用水の内訳が不明で

あるため、「3-2-2.営業汚水量原単位」で示す過年度実績を基に算出し

た営業用水率 20％を採用する。その場合、１人１日平均家庭汚水量原単

位は、260～273  /人･日 となる。 

 

以上より、生活汚水量原単位は、水道給水実績より次のとおりとする。 

 

1 人 1 日平均汚水量原単位（生活） 270 /人･日 
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(2)変動比の設定 

小規模下水道では、水量、水質の年間変動や日間変動が大きく、また地

域特性により変動パターンも様々である。 

「小規模指針」では、日最大と日平均の比は、上水道使用実績等より推

定できる場合は、これを用いることとし、それができない場合は 1：0.7～

0.8 を用いるとされている。上水道の実績では、日最大と日平均の比が表

3.8 より 1：0.62～0.83（平均 0.72）となっている。以上のことから総合

的に勘案し指針下限値の 1：0.7 を採用する。 

また、時間最大と日最大の比は、中小市町村では 1.5 倍以上、2.0 倍を

超えるところもあるが、本計画では、「小規模指針」の給水人口と時間係

数（図 3.5）の関係より変動比を 2.0 とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 給水人口と時間係数 

 

表 3.9 生活汚水量原単位 

 全体計画（ /人･日） 事業計画（ /人･日） 変動比 

１人１日平均 270 270 0.7 

１人１日最大 390 390 1.0 

１人１日時間最大 780 780 2.0 
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3-2-2.営業汚水量原単位 

近年における生活用水と営業用水の比率については、統計が行われてい

ないため、不明である。 

「設計指針」によると、用途指定を受けた住居地域で 0.3 とされている。 

本計画において、穴吹町地域の営業用水率は、過年度の実績を基に 0.18

を整理して 0.2  とする。 

また、日平均、日最大及び時間最大の比については、特に資料がないた

め生活汚水量と同じ比率を用いる。 

 

表 3.10 営業用水率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：紀伊水道西部水域流域別下水道整備総合計画（平成 26 年） 

 

表 3.11  営業汚水量原単位 

    （単位： /人･日） 

 全 体 計 画 事 業 計 画 

１人１日平均 270 × 0.2 =  54 60 270 × 0.2 = 54 60 

１人１日最大 390 × 0.2 =  78 80 390 × 0.2 = 78 80 

１人１日時間最大 780 × 0.2 = 156 160 780 × 0.2 =156 160 

 

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



3-2-3.家庭汚水量原単位 

家庭汚水量原単位は、生活汚水量原単位に営業汚水量原単位を加えた値

とする。 

表 3.12  家庭汚水量原単位 

  （単位： /人･日）   

 全 体 計 画 事 業 計 画 

１人１日平均 

生活汚水 ２７０ ２７０ 

営業汚水 ６０ ６０ 

計 ３３０ ３３０ 

１人１日最大 

生活汚水 ３９０ ３９０ 

営業汚水 ８０ ８０ 

計 ４７０ ４７０ 

１人１日時間最大 

生活汚水 ７８０ ７８０ 

営業汚水 １６０ １６０ 

計 ９４０ ９４０ 
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３－３．家庭汚水、工場排水、観光汚水、地下水の量及びこれらの推定根拠 

3-3-1.家庭汚水量 

 家庭汚水量は、前項で算定した家庭汚水量原単位に計画人口を乗じて算

定する。 

表 3.13 に算定結果を示す。 

 

表 3.13 家庭汚水量 

 全体計画 事業計画 

計画人口（人） ２,５００   ２,６００   

日平均 

原単位 

( /人･日) 
３３０   ３３０   

計画汚水量 

（ｍ 3/日） 
８２５   ８５８   

日最大 

原単位 

( /人･日) 
４７０   ４７０   

計画汚水量 

（ｍ 3/日） 
１,１７５   １,２２２   

時間最大 

原単位 

( /人･日) 
９４０   ９４０   

計画汚水量 

（ｍ 3/日） 
２,３５０   ２,４４４   

 

32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



3-3-2．地下水量 

汚水収集施設に浸入する地下水、雨水等の量で「小規模指針」では計画

1 日最大汚水量（生活汚水＋営業汚水）の 10～20％を見込むとされている。 

近年、管渠の材質、継手構造の改善によって、浸入水量は減少傾向にあ

り、また、本計画では、マンホールポンプ等の圧力式システムの採用によ

り、極力浅く布設するため地下水は浸入しにくい。よって、上記の下限値

10％を採用する。 

なお、地下水量の季節的変動、時間的変動はないものとする。 

 

   全体計画 (390+80) /人･日×0.10=47≒50 /人･日 

   事業計画 (390+80) /人･日×0.10=47≒50 /人･日 

                                                                   

 

               表 3.14 地下水量 

 全体計画 事業計画 

計画人口（人） ２,５００  ２,６００   

日平均 

原単位 

( /人･日) 
５０  ５０   

計画汚水量 

（ｍ 3/日） 
１２５   １３０   

日最大 

原単位 

( /人･日) 
５０  ５０   

計画汚水量 

（ｍ 3/日） 
１２５  １３０   

時間最大 

原単位 

( /人･日) 
５０  ５０   

計画汚水量 

（ｍ 3/日） 
１２５  １３０   
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3-3-3．その他の汚水量 

 (1)工場排水量 

   本市における小口排水は水道給水実績の水量に含まれる。また、穴吹

町地域では、大口排水もなく、工場排水として別途見込む必要はない。

よって、本計画では工場排水は考慮しない。 

 

(2)観光汚水量 

穴吹町地域には、観光地として油屋美馬館、四国カントリークラブが

あるが、下水道計画区域外である。 

よって、本計画では観光汚水量は見込まない。 

 

(3)畜産排水量 

下水道計画区域内には、大規模な畜舎等は存在しないため、畜産排水量は見込

まない。 

 

34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



3-3-4．計画汚水量 

以上より、計画汚水量は表 3.15 に示すとおりとする。 

 

表 3.15 計画汚水量 

                                       （単位：ｍ 3/日） 

 家庭汚水量 地下水量 その他 計 

全 

 

体 

 

計 

 

画 

日平均 ８２５ １２５ － 
９５０ 

≒ ９５０ 

日最大 １,１７５ １２５ － 
１,３００ 

≒１,３００ 

時間最大 ２,３５０ １２５ － 
２,４７５ 

≒２,５００ 

事 

 

業 

 

計 

 

画 

日平均 ８５８ １３０ － 
９８８ 

≒１,０００ 

日最大 １,２２２ １３０ － 
１,３５２ 

≒１,３５０ 

時間最大 ２,４４４ １３０ － 
２,５７４ 

≒２,６００ 
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３－４．主要な管渠の流量計算 

3-4-1．管渠流量計算 

(1)平均流速公式・粗度係数の設定 

流量計算は、マニングの平均流速公式を用いる。 

Ｖ＝ 
１ 

・Ｒ２／３・Ｉ１／２ 
ｎ 

 

Ｑ＝Ａ・Ｖ 

 

Ｑ＝流 量（ｍ3／sec） 

         Ｖ＝流 速（ｍ3／sec） 

         Ａ＝断 面 積（ｍ2） 

         Ｒ＝径    深（ｍ） 

         Ｉ＝勾  配（1/1000） 

         ｎ＝粗度係数 遠心力鉄筋コンクリート管 0.013 

                     塩化ビニール管           0.010 

 

(2)最小管径の設定 

「小規模指針」によれば、管渠の最小管径は、計画人口がおおむね 10,000 人以下

の区域を対象とする小規模下水道では汚水管渠の最小管径は原則として 150mm とし

ている。 

これは、施工性，維持管理性，経済性及び供用後の新たな取付管増設の容易さ等

を考慮して定められている。 

以上より、今回の下水道計画区域内においても、大規模な新たな開発等も特に見

込まれておらず、上記指針に従い、最小管径は 150 ㎜とする。 
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(3)最小及び最大設計流速の設定 

  管渠の流速と勾配の関係は、流速は下流に行くに従って暫増させ、勾配は小さく

するものとする。 

 また、流速の範囲は以下とする。 

 

             汚水管渠    最小 0.6ｍ／秒 ～ 最大 3.0ｍ／秒 

 

管渠毎の標準勾配を表 3.16に示す。 

  管種は、φ300 ㎜まで塩ビ管を、φ350 ㎜以上は、鉄筋コンクリート管の使用を

原則とする。 

 

                      表 3.16 汚水管渠標準勾配 

管  径 

（㎜） 

塩   ビ   管 

（ｎ＝0.010） 

鉄筋コンクリート管 

（ｎ＝0.013） 

標準勾配

（‰） 

流 速 

（ｍ/S） 

流 量 

（m3/S） 

標準勾配

（‰） 

流 速 

（ｍ/S） 

流 量 

（m3/S） 

φ150 3.0 0.615 0.011 － － － 

φ200 3.0 0.743 0.023 － － － 

φ250 3.0 0.863 0.042 3.0 0.664 0.033 

φ300 3.0 0.974 0.069 3.0 0.749 0.053 

φ350 2.8 1.043 0.100 3.0 0.830 0.080 

φ400 2.6 1.099 0.138 2.8 0.877 0.110 

φ450 2.4 1.142 0.182 2.6 0.914 0.145 

φ500 － － － 2.4 0.942 0.185 

 

(4)管渠の余裕率の設定 

  汚水管渠の断面決定にあたっては、時間最大汚水量を対象とし、汚水量の時間変

動差、雨水、地下水の混入があることから、管渠の流下能力に余裕をもたせる。 

 

              汚水管渠の余裕率   小口径管（φ150～φ600） 100％ 
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Ⅳ．公共下水道からの放流水及び 

処理施設において処理すべき下水の 

予定水質並びにその推定根拠 
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４－１．一般家庭下水の予定水質、汚濁負荷量及びその推定根拠 

4-1-1．家庭汚水汚濁負荷量原単位 

(1)生活汚水による汚濁負荷量原単位 

生活汚水による汚濁負荷は大別して、し尿と雑排水に分けられる。 

し尿と雑排水の１人１日当たりの汚濁負荷量は、表 4.1に示すとおり「流域別

下水道整備総合計画調査指針と解説、平成 27 年 1 月」に記載された値を用いる。 

 

                  表 4.1 １人１日当たり汚濁負荷量(ｇ/人･日) 

し　尿 雑排水

ＢＯＤ5 58 18 40

ＣＯＤ 28 10 18

ＳＳ 44 20 24

Ｔ－Ｎ 13 9 4

Ｔ－Ｐ 1.4 0.9 0.5

平均的な内訳
平均値項　目

 

                  出典「流域別下水道整備総合計画調査指針と解説、平成 27 年 1月」p38 

 

(2)営業汚水による汚濁負荷量原単位 

営業汚水による汚濁負荷量は、業務の形態及びそれに従事する人の滞在パター

ン、建物内の処理・再利用の有無等を勘案して推定するが、営業汚水の負荷量は、

地域により大きく異なり推定が困難である。 

  よって、生活汚水と同一濃度と仮定して営業汚水の汚濁負荷量を推定する。 

 

（営業汚濁負荷量原単位）＝（生活汚水汚濁負荷量原単位）×（営業用水率） 

 

   ＢＯＤ  ＝   58  g/人･日  ×  0.2 ＝11.6 ≒ 12 g/人･日 

   ＣＯＤ  ＝   28  g/人･日  ×  0.2 ＝ 5.6 ≒  6 g/人･日 

   Ｓ  Ｓ  ＝   44  g/人･日  ×  0.2 ＝ 8.8 ≒  9 g/人･日 

   Ｔ－Ｎ  ＝   13  g/人･日  ×  0.2 ＝ 2.6 ≒  3 g/人･日 

   Ｔ－Ｐ  ＝   1.4 g/人･日  ×  0.2 ＝0.28 ≒ 0.3 g/人･日 
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(3)家庭汚水による汚濁負荷量原単位 

生活汚水による汚濁負荷量原単位に営業汚水による汚濁負荷量原単位を加える。

表 4.2にその結果を示す。 

 

表 4.2 家庭汚水汚濁負荷量原単位 

                                       （単位：ｇ／人・日） 

生活汚水 営業汚水 計

ＢＯＤ 58 12 70

ＣＯＤ 28 6 34

ＳＳ 44 9 53

Ｔ－Ｎ 13 3 16

Ｔ－Ｐ 1.4 0.3 1.7
 

 

4-1-2．家庭汚水汚濁負荷量 

 家庭汚水汚濁負荷量は、家庭汚水汚濁負荷量原単位に計画人口を乗じて算定する。

表 4.3にその結果を示す。 

表 4.3 家庭汚水汚濁負荷量 

全体計画 事業計画

2,500 2,600

原単位
(g/人・日)

70 70

負荷量
(kg/日)

175 182

原単位
(g/人・日)

34 34

負荷量
(kg/日)

85 88

原単位
(g/人・日)

53 53

負荷量
(kg/日)

133 138

原単位
(g/人・日)

16 16

負荷量
(kg/日)

40 42

原単位
(g/人・日)

1.7 1.7

負荷量
(kg/日)

4.3 4.4

Ｔ－Ｐ

計画人口（人）

ＢＯＤ

ＣＯＤ

ＳＳ

Ｔ－Ｎ
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４－２．計画汚濁負荷量及び流入予定水質 

以上より、計画汚濁負荷量は表 4.4 のとおりとなる。 

 

表 4.4 計画汚濁負荷量 

                                               （単位：kg／日） 

家庭汚水量 その他 計

ＢＯＤ 175  ― 175

ＣＯＤ 85  ― 85

ＳＳ 133  ― 133

Ｔ－Ｎ 40  ― 40

Ｔ－Ｐ 4.3  ― 4.3

ＢＯＤ 182  ― 182

ＣＯＤ 88  ― 88

ＳＳ 138  ― 138

Ｔ－Ｎ 42  ― 42

Ｔ－Ｐ 4.4  ― 4.4

事業計画

汚 濁 負 荷 量

全体計画

 

 

流入予定水質は、計画汚濁負荷量を日平均汚水量で除して算定する。その結果を

表 4.5に示す。 

表 4.5 流入予定水質 

計画汚濁負荷量 日平均汚水量

(kg/日) (ｍ3/日)

ＢＯＤ 175 184 ≒ 180

ＣＯＤ 85 89 ≒ 90

ＳＳ 133 140 ≒ 140

Ｔ－Ｎ 40 42.1 ≒ 42

Ｔ－Ｐ 4.3 4.53 ≒ 4.5

ＢＯＤ 182 182 ≒ 180

ＣＯＤ 88 88 ≒ 90

ＳＳ 138 138 ≒ 140

Ｔ－Ｎ 42 42.0 ≒ 42

Ｔ－Ｐ 4.4 4.40 ≒ 4.4

流入予定水質

(mg/ )

1,000事業計画

全体計画 950
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４－３．処理方法の決定理由 

 我が国の公共下水道事業で採用されている処理方式を見ると、本処理区の規模で

は、長時間エアレーション法、オキシデーションディッチ法が多く採用されている。

本計画では、用地が確保できること、維持管理が容易であること、維持管理費が低

廉であることなどの理由によりオキシデーションディッチ法を採用する。 

「下水道施設計画・設計指針と解説（日本下水道協会）」には標準活性汚泥法（オ

キシデーションディッチ法を含む）では、除去率を 90～95％としており、施設は家

庭汚水を主とした下水を対象とし、流入水の水質及び水量の変動が比較的少ない場

合には高い方の数値、変動が大きい場合には低い方の数値と考えるとある。 

また、オキシデーションディッチ法の稼働実績においても、的確かつ厳密な運転

管理のもとでは、除去率は 95％以上期待できる。ここでは、下水道法施行令に基づ

き、計画放流水質を設定する。 

 なお放流水質は、各種排水基準値を遵守する必要があるためこれらを整理した上

で計画放流水質を設定する。 

 

1）流総計画における処理場放流水質 

現時点で、本市に関する流総計画は紀伊水道西部水域流総計画(平成26年 3月)

であり、各処理場ともに放流水質をＢＯＤ 15mg/L としており、Ｔ-Ｎ及びＴ-Ｐ

の放流水質は定められていない。 

 

2）下水道法施行令による放流水質 

下水道法施行規則(第 4 条の 2 第 1 号)で定められた計画放流水質の上限値は、

ＢＯＤ 15mg/L である。なお、計画放流水質には該当しないが、ＳＳの排水基準

は 40mg/L である。 

 

3）徳島県条例による排水基準 

水質汚濁防止法第 3条では、第 1項で定める省令による一律排水基準にかえて

都道府県が必要に応じてより厳しい排水基準を定めることができるとされてお

り、徳島県の条例により、ＢＯＤ 20mg/L である。なお、計画放流水質には該当

しないが、ＳＳの排水基準は 70mg/L である。 

 

4）計画放流水質 

上記の水質規制値を整理した結果を表 4.6に示す。このうち、各項目の最も厳

しい値を計画放流水質とする。 

また、表 4.7に計画流入水質と計画放流水質を示す。 
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表 4.6 各種水質 

項　目
紀伊水道
西部水域
流総計画

下水道法
施行令

徳島県条例
(上乗せ規制)

計画放流水質
(最も厳しい値)

ＢＯＤ 15 15 20 15

ＣＯＤ － － － －

Ｓ　Ｓ － 40 70 40

Ｔ－Ｎ － － － －

Ｔ－Ｐ － － － －
 

 

   

表 4.7 計画放流水質 
                 （単位：㎎／ ） 

計画流入水質 計画放流水質

ＢＯＤ 180 15以下

ＣＯＤ 90 －

ＳＳ 140 40以下

Ｔ－Ｎ 42 －

Ｔ－Ｐ 4.5 －

ＢＯＤ 180 15以下

ＣＯＤ 90 －

ＳＳ 140 40以下

Ｔ－Ｎ 42 －

Ｔ－Ｐ 4.4 －

全体計画

事業計画
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４－４．水洗化率を考慮した穴吹浄化センター流入水量の予測 

4-4-1．流入水量の予測 

  浄化センターの増設の必要性やその増設時期を検討するためには、水洗化実績

を基にした水洗化率の予測を行うことが必要となる。 

水洗化実績を基にした穴吹浄化センターへの流入水量の予測は、水洗化人口に

計画汚水量原単位を乗じて求める。また、水洗化人口は、処理区域内人口に水洗

化率を乗じて推計することが出来る。 

 

(1)処理区域内人口の算出方法について 

 処理区域内人口は、第Ⅲ章で求めたように将来の世帯の 1世帯当たりの人員を

用いて求めるが、将来値が示されていない年次については、前後の推計値から加

重平均して設定した。 

 

(2)公共下水道への接続率の予測について 

 最新の穴吹処理区の公共下水道への接続状況は、処理区域内人口 2,673 人に対

して水洗化人口 1,155 人であり、水洗化率 43.2％である（平成 28 年度）。表 4.8

より水洗化率は微増傾向であるが、現在の傾向では接続率 100％となるのは長期

間を要することが解る。 

 本計画では、平成 28 年度までの水洗化実績を基に今後の水洗化率を近似曲線

式を使って予測し、流入水量の予測を行った。 

 次頁に水洗化率の予測式〔y=20.983ln(X)-6.8825〕を示す。
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4-4-2．穴吹浄化センターにおける水洗化率を考慮した流入水量 

穴吹処理区における全体計画目標年次である 2035（平成 47）年度における水洗化

率の推計値は 65.2％となった。処理区域内人口 2,500 人に対して、水洗化人口は

1,630 人である。これに計画汚水量を乗じて求めた流入水量予測値は 848m3/日（計

画汚水量 1,300m3/日）である。 

現在の穴吹処理区の整備面積は、93.0ha で平成 26 年度には、ほぼ整備が完了し

ている。その後、3 年程度経過した状況での水洗化率の増加はほとんどなく、計画

区域内面積 95ha までの整備が完了しても、水洗化人口、水洗化率の大幅な向上は見

込めないのが現状である。 

よって、今後、流入水量は増加していくが微増であり、処理能力 1,200m3/日･1 池

を上回ることは、想定し難いと考えられる。 

よって、水洗化率をもとに推計すると、池の増設は不要であり、現況の 1池のみ

で十分な処理能力があるものと考える。 

ただし、現況の水洗化率を元に推計した結果であり、社会情勢の変化等が生じ水

洗化率が大幅に増加する可能性もある。処理能力 1,200m3/日に対し、計画日最大汚

水量が 1,300 m3/日であるため、水洗化率が 92％（1,200 m3/日／1,300 m3/日）以上

となると流入水量が処理能力を超えることになり増設が必要となってくる。 

 

表 4.9 水洗化率を考慮した将来流入水量 

 事業計画 全体計画 

計画目標年次 2024 年度（平成 36年度） 2035 年度（平成 47年度） 

処理区域内計画人口 2,600 人 2,500 人 

水洗化人口 1,444 人(水洗化率 56.0％） 1,630人（水洗化率65.2％） 

現況処理能力 1,200m3/日 1,200m3/日 

計画汚水量 1,350m3/日（日最大） 1,300m3/日（日最大） 

水洗化率を考慮した流入水量 751m3/日 848m3/日 

（現況処理能力に対する比率） （62.6％） （70.7％） 

水洗化率を考慮した流入水量が 

現況処理能力と同等となる際の 

水洗化率 

88.9％ 

(1,200m3/日／1,350m3/日) 

92.3％ 

(1,200m3/日／1,300m3/日) 

 

46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



  

計画汚水流入量の算定（穴吹浄化センター）

（１）年度別整備面積

年度別整備面積　（ha）

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

穴吹 単年 8.00 39.50 0.000 4.50 6.80 4.60 5.50 23.40 0.60 0.10 0.00 0.00 2.00

処理区 累計 8.00 47.50 47.50 52.00 58.80 63.40 68.90 92.30 92.90 93.00 93.00 93.00 93.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00

（２）整備人口

計画区域内人口　(人)

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,657 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

計 0 1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,657 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

年度別人口密度

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

計画区域内人口 (人) 1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,657 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

処理区面積（ha） 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

人口密度 (人/ha) 27.97 27.80 27.63 27.47 27.39 27.31 27.22 27.14 27.05 26.97 26.88 26.80 26.72 26.63 26.57 26.51 26.44 26.38 26.32

整備区域内人口（人） H28までは実績値

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,601 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

計 0 1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,601 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

（３）水洗化人口

年度別水洗化人口 H28までは実績値  水洗化率推計式 y = 20.983 Ln(x) + -6.883

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

経 過 年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水洗化率（％） 3.0 12.1 16.1 31.0 27.6 31.8 41.4 42.5 43.6 44.5 43.2 46.9 48.5 49.9 51.3 52.6 53.8 54.9 56.0 57.0 58.0 58.9 59.8 60.7 61.5 62.3 63.0 63.8 64.5 65.2

48 185 254 586 619 748 1,109 1,152 1,181 1,195 1,155 1,220 1,281 1,310 1,339 1,369 1,396 1,420 1,444 1,465 1,486 1,504 1,523 1,541 1,556 1,572 1,586 1,603 1,616 1,630

（４）汚水量原単位

全計H47 事業計画H36

穴吹 2,500 2,600

380 950 988

520 1,300 1,352

990 2,475 2,574

（5）年度別計画流入汚水量（日最大汚水量）

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

計画汚水量 0 821 798 820 983 1,167 1,223 1,394 1,408 1,409 1,397 1,390 1,353 1,373 1,365 1,357 1,353 1,349 1,345 1,341 1,336 1,332 1,328 1,324 1,320 1,316 1,312 1,309 1,306 1,303 1,300

穴吹

処理区

(m3/日) 計 0 821 798 820 983 1,167 1,223 1,394 1,408 1,409 1,397 1,390 1,353 1,373 1,365 1,357 1,353 1,349 1,345 1,341 1,336 1,332 1,328 1,324 1,320 1,316 1,312 1,309 1,306 1,303 1,300

（6）接続率を考慮した年度別流入汚水量（日最大汚水量）

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

計画汚水量 0 25 96 132 305 322 389 577 599 614 621 601 634 666 681 696 712 726 738 751 762 773 782 792 801 809 817 825 834 840 848

穴吹

処理区

(m3/日) 計 0 25 96 132 305 322 389 577 599 614 621 601 634 666 681 696 712 726 738 751 762 773 782 792 801 809 817 825 834 840 848

過年度実績(日最大 m3/日) 105 142 131 160 217 238 264 342 388 392 421

2,188 768 516 273 351 318 238 297 329 328 365実績汚水量原単位（ｌ/人日）

H29 事業計画 事業計画目標年次 全体計画目標年次

時間最大 (m3/日)

計画汚水量

計画水量

穴吹処理区

穴吹処理区

水洗化人口（人）

種　別
汚水量原単位

日 平 均 (l/人日)

日 最 大 (l/人日)

時間最大 (l/人日)

日 平 均 (m3/日)

日 最 大 (m3/日)

穴吹浄化センター流入水量予測

 

 

表 4.10 計画流入水量の算定（穴吹浄化センター） 
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Ⅴ．下水の放流先の状況 
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５－１．下水の放流先の名称及び水位 

 

(1)放流先の名称：一級河川穴吹川 

 

 (2)放流先の水位：ＴＰ＋42.499ｍ 

 

５－２．下水の放流先の現況水質及び当該水質環境基準の類型 

 (1)現況水質 

放流先である穴吹川（吉野川合流部）の水質の経年変化を表 5.1に示す。この

地点における水質は、直接流入する工場排水がないため、現在においても環境基

準を満足しており、横ばいの傾向にある。 

 

表 5.1  河川水質の経年変化(年平均値) 

平 成
12 年 度

平 成
13 年 度

平 成
14 年 度

平 成
15 年 度

平 成
16 年 度

平 成
17 年 度

平 成
18 年 度

平 成
19 年 度

平 成
20 年 度

平 成
21 年 度

平 成
22 年 度

平 成
23 年 度

平 成
24 年 度

平 成
25 年 度

平 成
26 年 度

平 成
27 年 度

ｐＨ 7.5 7.5 7.4 7.5 7.4 7.5 7.3 7.4 7.4 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.6

（1.0） （0.9） （1.0） （0.8） （0.8） （1.1） （0.9） （0.8） （0.7） （0.6） （0.6） （0.6） （0.5） （0.5） （0.5） （0.6）
1.0 0.8 1.0 0.8 0.8 0.8 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6

ＣＯＤ 1.3 1.0 1.3 1.5 1.5 1.3 1.6 1.5 1.6 1.6 1.5 1.3 1.3 1.3 1.3 1.1

ＳＳ 3 3 2 2 3 2 7 2 2 2 2 2 2 2 3 2

ＤＯ 9.0 9.9 9.0 9.7 9.9 9.7 9.4 11.4 9.6 9.4 9.9 9.9 9.6 9.5 9.6 9.6

大腸菌群数 5,100 3,600 5,200 3,600 4,200 1,900 3,000 240 8,000 6,100 3,800 3,000 1,300 6,800 5,200 2,600

ｐＨ 8.0 8.3 8.3 8.2 8.3 8.1 8.2 8.2 8.4 8.2 8.2 8.2 8.3 8.1 8.3 8.1

（0.5） （0.5） （0.5） （0.6） （0.5） （0.5） （0.6） （0.5） （0.5） （0.5） （0.5） （0.5） （0.5） （0.5） （0.5） (＜0.5)
0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 ＜0.5

ＣＯＤ 1.0 1.0 1.0 0.9 0.9 0.8 1.1 0.8 0.9 1.0 0.8 0.8 0.7 0.7 0.8 0.9

ＳＳ 2 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1

ＤＯ 11.0 11.0 10.6 10.6 10.7 10.1 10.7 10.8 11.1 11.0 10.9 11.0 10.9 10.8 10.8 10.5

大腸菌群数 810 2,000 2,500 1,300 2,500 840 1,500 12,000 1,600 4,300 3,100 1,700 980 1,500 1,600 3,400

（  ）はＢＯＤ ７５％

資料：国土交通省 水文水質データベース

環境基準点（高瀬橋）

補助測定点（穴吹）

ＢＯＤ

ＢＯＤ
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(2)水質環境基準の類型 

   本市近隣における水質環境基準点は図 5.1に示すとおり、吉野川高瀬橋に設置

されておりその類型指定は表 5.2に示すとおりである。 

 

表 5.2 公共用水域の類型指定 

環境基準類型 

あてはめ水域名 
類 型 

達 成 

期 間 

指 定 

年 度 
備考 

吉野川下流 Ａ 直ちに達成 昭和 46 年 高瀬橋 

出典：「平成 27年度公共用水域及び地下水の水質の状況についての測定結果」p12、徳島県 

 

 

 
図 5.1 河川測定地点図 

出典：「平成 27年度公共用水域及び地下水の水質の状況についての測定結果」p32、徳島県 
 

補助測定点(穴吹) 
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(3)ＣＯＤ、窒素及びりんに係る規制値 

   徳島県の本区域において、水質汚濁防止法及び瀬戸内海環境保全特別措置

法に基づき、徳島県条例（平成 14 年 7 月 19 日）により化学的酸素要求量（Ｃ

ＯＤ）、窒素含有量及びりん含有量に係る総量規制が定められている。 

 

表 5.3 徳島県条例による規制値 

（mg／ ） 

 

窒素 りん ＣＯＤ 

(1) (2) (1) (2) (1) (2) (3) 

H14 年 
10 月 1 日 
以前の 
施設 

H14 年 
10 月 1 日 
以降の 
施設 

H14 年 
10 月 1 日 
以前の 
施設 

H14 年 
10 月 1 日 
以降の 
施設 

S55 年 
7月1日 
以前の 
施設 

～H3 年 
7月1日 
までの 
施設 

H3 年 
7月1日 
以降の 
施設 

下 

水 

道 

業 

(1)標準活性汚泥法そ
の他これと同程度に下
水中の窒素・りんを除
去できる方法より高度
に下水中の窒素・り
ん・COD を除去出来る方
法により下水を処理す
るもの（高濃度の窒
素・りんを含有する汚
水を多量に受け入れて
処理するものを除く。） 

20 15 2 1 30 20 15 

(2)高濃度の窒素・りん
を含有する汚水を多量
に受け入れて処理する
もの 

40 30 4 2.5 ― ― ― 

(3)その他のもの 

25 20 3 2 30 30 
20 

(H14 前
は 25) 

出典：徳島県告示 547 号水質汚濁防止法の規定に基づく化学的酸素要求量に係る総量規制基準を定める件  

   徳島県告示 548 号水質汚濁防止法の規定に基づく窒素含有量に係る総量規制基準を定める件    

   徳島県告示 549 号水質汚濁防止法の規定に基づくりん含有量に係る総量規制基準を定める件    

 

５－３．下水の放流先近傍における水利用の現況及びその見通し 

 下水の放流先における水利用は、上水道、農業用水における利用も特になく将来

も変わらないものと判断できる。 

 

５－４．下水処理による水質向上の見通し 

 本処理区には、上位計画として紀伊水道西部水域流域別下水道整備総合計画（平

成 26 年）が策定されているため、省略する。  
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Ⅵ．毎会計年度の工事費の予定額及び 

その予定財源
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６－１．下水道財源のしくみ 

6-1-1．公共下水道事業の財源 

   現在わが国における下水道事業の財源は図 6.1に示すように、新増設（設置）

または改築に係る建設費については、国庫補助金、地方債、一般市費、県費、分

担金等により、また、維持管理費については、使用料及び一般市費によりまかな

われている。 

 

 

 

 

 

 

                     

図 6.1  公共下水道事業財源の構成 

 

6-1-2．建設財源のしくみ 

(1) 建設財源の種類 

① 国庫補助金 

   下水道事業は、都道府県、市町村等地方公共団体が行うものであるが、その

建設には多額の費用が必要であり、かつ、下水道を緊急に整備することが国家

的見地からしても急務であるという認識から、国が下水道を建設する地方公共

団体に対して補助を行っている。 

② 県補助金 

   国庫補助金と同じような観点から、都道府県が市町村等の行う下水道事業に

対して補助を行っている例がある。 

③ 地方債 

   建設時に集中する財政負担を、施設を利用する後の世代にも負担させること

により、負担の平準化と世代間の公平を確保するため、一定限度まで地方債の

発行が認められている。 

  ④ 一般市費 

   下水道事業費の上記以外の部分については、市の一般会計により賄われてい

る。 

  ⑤受益者負担金および分担金 

  都市計画事業として行われない特定環境保全公共下水道事業等では、都市計

画法に基づく受益者負担金に変わり、地方自治法に基づき、受益者負担金と同

様の分担金が徴収できるものとされている。 

建 設 費       

下水道維持管理

国  庫 

地 方 費 

使 用 料 

一般市費 

一般市費 
地 方 債 
県  費 
受益者負担金・分担金 
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 (2) 補助対象の範囲及び補助率の区分 

  ① 補助対象となる施設の範囲 

  下水道事業費は国庫補助対象事業費と地方単独事業費との２つに区分され、国

庫補助対象事業費が総事業費に占める割合を補助対象率という。 

   補助対象となる施設の範囲を図 6.2に示す。 

 

                                           ○主要な管渠 

                                           ○主要な管渠を補完するポンプ施 

 管 渠 等         設（門、柵、塀、そのほかにこれ 

                                               に類する施設の設置又は改築に要 

公共下水道の施設のう                          する費用は除く。）及びそのほか 

ち、その設置又は改築                          の主要な補完施設 

に要する費用が補助対  

象になるもの                      ○終末処理場（狭義）（門、柵、塀、 

                                              そのほかにこれに類する施設の設 

 終末処理場         置又は改築に要する費用は除く｡) 

 （広義）       ○終末処理場を補完するポンプ施設 

                                             （門、柵、塀、そのほかにこれに類す 

                                              る施設の設置又は改築に要する費

用は除く｡)及びそのほかの主要な

補完施設 

 

                     図 6.2  補助対象となる施設の区分 
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  ② 国庫補助率 

   国庫補助率は、補助対象事業費のうち国庫補助金が充当される率である。 

  表 6.1に国庫補助率を示す。 

表 6.1 国庫補助率 

                                             （平成 29年度現在）  

区        分 補助率 

管   渠   等 1 / 2   

終
末
処
理
場
（
広
義
） 

用地買収，ポンプ場等 

①用地の取得又は、造成に要する費用 

②流入下水の揚水ポンプ場施設の設置又は改築に要

する費用 

③管理棟及び覆蓋施設の設置又は改築に要する費用 

④調査，測量，試験及び設計に要する費用 

⑤環境対策施設整備事業 

1 / 2   

(低率) 

処理施設等 

前項に掲げられている以外の終末処理場に係る費用 

5.5/10 

(高率) 

 

   ③ 地方債の充当率 

   下水道事業のうち、国庫補助金及び都道府県費補助等以外の部分については、

事業主体である当該市町村が負担する必要がある。この内訳としては、補助対象

事業費のうち国庫補助金を差し引いた部分（補助ウラ）と補助対象とならない地

方単独事業の部分である。 

   しかし、この地方負担となる部分については、いずれも一定率で地方債の起債

が認められており、これを起債充当率という(表 6.2参照)。 

（地方債起債額）÷（地方費）＝（起債充当率） 

 

表 6.2 地方債の充当率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：下水道事業の手引き平成 29年版、p693 

 
国費率 

         地 方 負 担 

    左のうち地方債 

管渠等 

補 助 1/2 1/2 10/10 
(ただし、分担金につ
いては控除財源とな
っている) 

単 独 － 10/10 10/10 
(ただし、分担金につ
いては控除財源とな
っている) 

終末処 

理施設 

補助 5.5/10 4.5/10 10/10 
(ただし、分担金につ
いては控除財源とな
っている) 

単 独 － 10/10 10/10 
(ただし、分担金につ
いては控除財源とな
っている) 
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6-1-3．下水道使用料及び受益者負担金（分担金） 

 

(1) 下水道使用料 

 公共下水道管理者は、条例で定めるところにより、使用者から使用料を徴収でき

ることとなっている。使用料を条例で定める際に遵守すべき基本原則は、次のとお

りである。 

 ① 下水の量及び水質その他使用者の使用の態様に応じて妥当なものであること。 

 ② 能率的な管理のもとにおける適正な原価を超えないものであること。 

 ③ 定率又は定額をもって明確に定められていること。 

 ④ 特定の使用者に対して不当な差別的取扱いをするものでないこと。 

 

(2) 受益者負担金（分担金） 

 受益者負担金は、特定の事業により著しい利益を受ける者に対して、その利益を

受ける限度において、事業費の一部を負担させようとするものである。 

 公共下水道については、 

① それが整備されることにより利益を受ける者の範囲が明確であること。 

② その整備によって特定の地域について環境が改善され、未整備地区に比べて

利便性・快適性が著しく向上し、結果として、当該地域の土地の資産価値を増

加させること。 

③ 早期に受益するものに応対の負担を求めることは負担の公平という観点か

ら適当であること。 

 

等の理由から受益者負担金制度が採用されている。 

57　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



６－２．下水道計画に関する財政計画書 

 

 下水道計画に関する財政計画書（様式３）を次頁以降に示す。 
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計
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0

0
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6
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0
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9
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2
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0
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,
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記
載
要
領

　
1
.
 
流

域
関

連
公

共
下

水
道

は
、

「
建

設
改

良
費

」
の

欄
に

建
設

費
負

担
金

、
「

維
持

管
理
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欄
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。
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。
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：
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次

イ
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費

の
部
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改
良
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起
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元
利
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還

費

維
持

管
理
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そ

の
他
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計

 

59　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



（
様

式
３

）
財

政
計

画
書

（
財

源
）

（
単

位
：

百
万

円
）

ロ
　
財
源

の
部

国
費

起
債

他
会

計

繰
入

金

受
益

者

負
担

金
そ

の
他

計
下

水
道

使
用

料
※

他
会

計

繰
入

金
そ

の
他

計

2
0
1
6
年

度
迄

（
平

成
2
8
年

度
迄

）
2
,
1
6
7

2
,
2
4
1

1
9
9

3
0

0
4
,
6
3
7

2
0
0

3
4
6

0
5
4
6

5
,
1
8
3

2
0
1
7
年

度
（

平
成

2
9
年

度
）

0
0

0
0

0
0

1
9

9
0

0
1
0
9

1
0
9

2
0
1
8
年

度
（

平
成

3
0
年

度
）

5
4

0
1

0
1
0

1
9

9
4

0
1
1
3

1
2
3

2
0
1
9
年

度
（

平
成

3
1
年

度
）

0
0

0
0

0
0

2
0

8
1

0
1
0
1

1
0
1

2
0
2
0
年

度
（

平
成

3
2
年

度
）

0
0

0
0

0
0

2
0

7
2

0
9
2

9
2

2
0
2
1
年

度
（

平
成

3
3
年

度
）

0
0

0
0

0
0

2
1

6
4

0
8
5

8
5

2
0
2
2
年

度
（

平
成

3
4
年

度
）

0
0

0
0

0
0

2
1

6
1

0
8
2

8
2

2
0
2
3
年

度
（

平
成

3
5
年

度
）

0
0

0
0

0
0

2
2

5
3

0
7
5

7
5

2
0
2
4
年

度
（

平
成

3
6
年

度
）

0
0

0
0

0
0

2
2

4
6

0
6
8

6
8

小
計

　
2
0
1
7
～
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1

0
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0
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計
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2
,
2
4
5
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1
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7

3
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4
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0
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1

5
,
9
1
8

接
続
率
：

 
4
7
 
％

（
H
3
0
年

度
：

初
年

度
）

　
→

　
5
6
 
％

以
上

（
H
3
6
年

度
：

最
終

年
度

）

有
収
率
：

 
9
0
 
％

（
H
3
0
年

度
：

初
年

度
）

　
→

　
9
0
 
％

以
上

（
H
3
6
年

度
：

最
終

年
度

）

そ
の
他
の

講
じ

る
対

策

記
載
要

領

　
1
.
 
「

建
設

改
良

費
」

の
「

そ
の

他
」

の
欄

に
は

、
工

事
費

負
担

金
、

都
道

府
県

補
助

金
等

を
記

載
す

る
。

な
お

、
流

域
下

水
道

は
建

設
費

負
担

金
を

含
ん

で
記

載
す

る
。

　
2
.
 
「

維
持

管
理

費
及

び
起

債
元

利
償

還
費

」
の

「
そ

の
他

」
の

欄
に

は
、

都
道

府
県

補
助

金
、

積
立

金
取

り
崩

し
額

等
を

記
載

す
る
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な

お
、

流
域

下
水
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は

管
理

運
営

費
負

担
金

を
含

ん
で

記
載

す
る

。
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収
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。
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。
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等
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に

対
す

る
助

成
等

の
継

続
的

な
周

知
活

動
、
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等

講
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策
：
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の
推

移
を

確
認
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つ
、

不
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合
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現
状

維
持

出
来

る
よ

う
、

対
策

を
講

じ
る

。
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財政計画書（既計画との対比用：平成 23 年度事業計画より） 

 
 　　　　単位：百万円

イ．　　　経　　　費　　　の　　　部

年　　度 起債償還費 維持管理費 その他 合　計

3,029 1,422 4,451 67 653 107 5,211 

過年度 2,797 123 1,120 4,040 63 85 4,125 

320 260 580 126 22 728 

　　23年度 223 223 91 20 333 

　　24年度 76 76 93 21 190 

　　25年度 76 42 74 192 96 21 309 

　　26年度 106 106 98 22 226 

3,349 1,682 5,031 67 779 129 5,939 

合　計 3,172 165 1,300 4,637 63 462 84 5,182 

建　　　　設　　　　費

管　　渠 ポンプ場 処理場 計 うち用地費

 
 

 　　　　　単位：百万円

ロ．　　　財　　　源　　　の　　　部

年　　度 建　　　設　　　費 維持管理費及び起債償還費 合　計

国　費 起　債 市(町)費 分担金等 その他 計 使用料 市(町)費 その他 計

2,029 2,187 170 65 4,451 58 702 760 5,211 

過年度 1,906 1,935 199 4,040 85 85 4,125 

255 297 28 580 38 110 148 728 

　　23年度 100 112 11 223 42 68 110 333 

　　24年度 30 42 4 76 49 65 114 190 

　　25年度 84 98 10 192 52 65 117 309 

　　26年度 47 54 5 106 57 63 120 226 

2,284 2,484 170 93 5,031 96 812 908 5,939 

合　計 2,167 2,241 199 30 4,637 200 345 545 5,182  
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Ⅶ．その他 
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７－１．施設の設置に関する方針 

 

（様式 1）施設の設置に関する方針 
主要な政策 

(事業計画に基づ

き今後実施する

予定の事業に関

するものを記載) 

整備水準 
事業の 
重点化・ 
効率化 
の方針 

中期目標を 
達成する 
ための 

主要な事業 

備考 指標等 
 

現在      
(平成 28 年度末) 

中間目標 
(平成 36 年度末) 

長期目標 
(平成 47 年度末) 

汚水処理 
 
 

下水道 
処理人口
普及率 

8.8％ 9.3％ 9.8％ 

下水道区域内の

整備が完了して

いるため、普及

率向上に向けて

接続率をあげて

いく。 

特定環境保
全公共下水
道事業 

 

浸水対策 
 
 

― ― ― ― ― ―  

高度処理 
 
 

― ― ― ― ― ―  

合流式 
下水道の 
改善 

― ― ― ― ― ―  

汚泥の 
再生利用 
 

資源とし
て有効利
用された
割合 

75.5％ 86.6％ 88.1％ 

発生した汚泥

は、民間の埋立

て処分場へ 24t

を搬入し、それ

以外の汚泥を下

水汚泥肥料とし

て資源の有効活

用を図る。 

―  

その他 
処理水の 
有効利用 
 

― ― ― ― ― ―  

※：汚泥の再生利用について、根拠資料を「10-3．汚泥の再生利用量算定根拠」に示す。 
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７－２．施設の機能の維持に関する方針 

 

（様式 2）施設の機能の維持に関する方針 

a)主要な施設に係る主な措置 

ⅰ）劣化・損傷を把握するための点検・調査の計画 

主要な施設 点検・調査の計画 

管渠施設 主要な管路施設のうち、腐食のおそれの大きい箇所の管渠、

マンホール（ふたを含む）およびマンホールポンプを対象に、

5 年に一度、点検を実施。また、点検で異状が確認された場

合、目視・テレビカメラ等による詳細調査を実施。 

上記以外の主要な管路施設の管渠、マンホール（ふたを含む）

を対象に、10年～20年に一度、点検を実施。点検で異状が確

認された場合、テレビカメラ等による詳細調査を実施。 

汚水ポンプ 

（ポンプ本体） 
毎年引き上げ調査を実施し、修繕・改築の必要性を検討。 

水処理施設 

（機械式ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置） 

概ね標準耐用年数（15年）を目処に点検・調査を実施し、修

繕・改築の必要性を検討。 

汚泥処理施設 

（汚泥脱水機） 

概ね標準耐用年数（15年）を目処に点検・調査を実施し、修

繕・改築の必要性を検討。 

 

ⅱ）診断結果を踏まえた修繕・改築の判断基準 

主要な施設 修繕・改築の判断基準 

管渠施設 主要な管路施設を対象に、緊急度ⅠまたはⅡに該当する施設

を修繕・改築対象とする。 

汚水ポンプ 

（ポンプ本体） 

ストックマネジメント計画策定後の点検調査による健全度 2

以下に該当する設備を修繕・改築対象とする。 

水処理施設 

（機械式ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置） 

ストックマネジメント計画策定後の点検調査による健全度 2

以下に該当する設備を修繕・改築対象とする。 

汚泥処理施設 

（汚泥脱水機） 

ストックマネジメント計画策定後の点検調査による健全度 2

以下に該当する設備を修繕・改築対象とする。 
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ⅲ）改築事業の概要〔2017 年度～2024 年度（平成 29 年度～平成 36 年度）〕 

主要な施設 改築事業の概要 

管渠施設 ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

汚水ポンプ 

（ポンプ本体） 
ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

水処理施設 

（機械式ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置） 
ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

汚泥処理施設 

（汚泥脱水機） 
ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

 

 

b)施設の長期的な改築の需要見通し 

改築の需要見通し 

年当たりの概ねの 

事業規模の試算 

試算の対象時期 試算の前提条件 

年当たり概ね 35百万円 概ね 100 年後 

土木・建築は目標耐用年数 75

年で改築 

ポンプ・処理施設の設備は目標

耐用年数 23 年で改築 
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７－３．基準年次別の段階的建設計画 

 

項   目 

2024 年度 

平成 36 年度 

（事業計画） 

2035 年度 

平成 47 年度 

（全体計画） 

 

穴 吹 処 理 区 

 

管  渠 

 

    処理区域面積 

 

    処 理 人 口       

 

整備済の主要な系統           

 

終 末 処 理 場 

 

    処 理 能 力      ※ 

 

    処理系列 数       

 

    流 入 水 量       

 

 

    汚泥処理能力 

 

    汚泥処理系列 

 

 

 

 

 

 

約  95ha 

 

約 2,600 人 

 

 

全 域 

 

 

日最大 1,200m3／日 

 

１系列 

 

日最大 1,350m3／日 

日平均  1,000m3／日 

 

14 kg-DS/h 

 

１系列 

 

 

 

 

 

約 95ha 

 

約 2,500 人 

 

 

全 域 

 

 

日最大 1,200m3／日 

 

1 系列 

 

日最大 1,300m3／日 

日平均  950m3／日 

 

14 kg-DS/h 

 

１系列 

※：現在の終末処理場の処理能力に対して計画汚水量が超えているが、今後の水
洗化率を考慮した場合、将来的にも 1系列 1,200m3/日の処理能力を超えて流入
することは考えにくい。  

 

 

７－４．汚泥の最終処分計画 

処理場で発生した汚泥は、機械脱水した後、場外にて埋立処分をしている。なお、

埋立処分量が 24t を超えるものについては、汚泥堆肥化を図り、資源の有効利用を

行う。 
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Ⅷ．主要な管渠の流量計算書  
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８－１．管渠断面算定方式  

流速の計算式には、マニングの式を用いる。  

                  

Ｖ＝１／ｎ×Ｒ ２ ／ ３×Ｉ １ ／ ２          Ｖ：流  速  （ｍ／秒）  

               ｎ：粗度係数  

                  Ｒ：径   深（ｍ）（Ａ／Ｐ） 

                Ａ：流水断面積 （㎡）  

                Ｐ：流水の潤辺長（ｍ）  

                Ｉ：勾   配     （‰）  

 

８－２．粗度係数  

粗度係数は、次のとおりとする。  

遠心力鉄筋コンクリート管                 ０．０１３  

硬質塩化ビニル管                          ０．０１０  

 

８－３．管渠断面の余裕  

管渠断面は次の余裕を見込んで断面決定する。  

φ 150㎜～φ 500㎜                          約１００％  

 

８－４．管 渠  記  号  

      幹線記号  1     

 

８－５．計画汚水量  

① 計画人口  

表8.1 計画人口  

  
計画人口  

（人）  

面   積  

（ ha）  

人口密度  

（人 /ha）  
 

 全体計画区域  2,500 95.0 26.3  
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② 計画汚水量  

 

                      表 8.2 計画汚水量  

                                 (単位： m 3/日 ) 

 区   域  家庭汚水量 観光汚水量 地下水 合 計  

 全体計画区域  2,350 ―  125 2,475≒2,500  

 

 

③  ha当り汚水量原単位  

 

表8.3 ha当り汚水量原単位  

                                 (単位： m 3/sec･ha) 

 区   域  ha当り汚水量原単位  摘  要  

 全体計画区域  0.000305 2,500÷95.0÷86,400  

ただし、ha当り汚水量は以下のように求める。  

 

ha当り汚水量＝ 
計画汚水量(ｍ 3/日) 

÷ 
1 

面 積(ha) 24×60×60(sec) 
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　９－１．基 本 条 件

(1) 基 本 計 画

① 名　称 穴吹浄化センター

② 位　置 穴吹町穴吹字福戸原

③ 敷地面積 15,052 ｍ
2

④ 下水排除方式 分　流　式

⑤ 処理方式 下水処理方式 オキシデーションディッチ法
汚泥処理方式 機械脱水

⑥ 放 流 先 穴吹川 → 吉野川 → 瀬戸内海

(2) 設 計 諸 元

1) 計画下水量

項 目 ｍ
3
/日 ｍ

3
/分 ｍ

3
/日 ｍ

3
/分

 日 平 均 (Q1) 950 0.660 1,000 0.694
 日 最 大 (Q2) 1,300 0.903 1,350 0.938
 時間最大 (Q3) 2,500 1.736 2,600 1.806

2) 流入水質および処理効率

項　目 流　入 　 二次処理施設 総　合 目　標
水　質 除去率 流出水質 除去率 水　質
(mg/ ) (％) (mg/ ) (％) (mg/ )

BOD 180 92.0 14 92.0 15

S S 140 85.0 21 85.0 40

項　目 流　入 　 二次処理施設 総　合 目　標
水　質 除去率 流出水質 除去率 水　質
(mg/ ) (％) (mg/ ) (％) (mg/ )

BOD 180 92.0 14 92.0 15

S S 140 85.0 21 85.0 40

汚泥処理の施設容量を算定する際のＳＳ濃度は、10 mg/ を標準とする。
全 体 事業計画

汚泥処理施設設計の総合除去率 92.9 92.9 ％
汚泥処理施設設計の流出SS濃度 10 10 mg/ 

事業計画〔2024年度(平成36年度)〕

全体計画 事業計画
2024年度(平成36年度)2035年度(平成47年度)

全体計画〔2035年度(平成47年度)〕
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　９－２．水処理及び汚泥処理フロー

 処理フローの概略を下記に示す。

流 入 放 流

場外搬出

脱水汚泥

返送汚泥

余剰汚泥

脱離液

オ

キ

シ

デ
ー

シ

ョ

ン

デ

ィ

ッ

チ

沈

砂

池

設

備

ポ

ン

プ

設

備

分

配

槽

設

備

最

終

沈

殿

池

塩

素

混

和

池

脱

水

設

備

水 処 理

汚泥処理
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目

　
設
　
計
　

諸
　

元
採

 
用

 
値

　
設
　
計
　
諸
　
元

採
 
用
 
値

接
触
時
間

接
触

時
間

　
1
5
分

以
上

1
5

　
1
5
分
以
上

1
5

　
注
入
率

注
入

率

塩
素

混
和
池

2
～

4
 
m
g
/
 

4
2
～
4
 
m
g
/
 

4

脱
水
ｹ
ｰ
ｷ
濃
度

脱
水

ｹ
ｰ
ｷ
濃

度

1
6
 
～

 
1
8
 
％

1
7

1
6
 
～
 
1
8
 
％

1
7

固
形
物
回
収
率

固
形

物
回

収
率

多
重

板
型

ｽ
ｸ
ﾘ
ｭ
ｰ

9
0
 
～

 
9
5
 
％

9
5

9
0
 
～
 
9
5
 
％

9
5

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｽ
脱

水
機

運
転
日
数

運
転

日
数

5
日

／
週

以
内

5
5
日
／
週
以
内

5

運
転
時
間

運
転

時
間

6
～

7
時

間
／

日
1
0
0
.
8

6
～
7
時
間
／
日

1
0
0
.
8

2
4
時

間
連

続
運

転
可

能
2
4
時
間
連
続
運
転
可
能

（
稼

働
率

　
0
.
6
）

（
稼
働
率
　
0
.
6
）

2
4
×

7
×

0
.
6
 
=
 
1
0
0
.
8
 
h

2
4
×
7
×
0
.
6
 
=
 
1
0
0
.
8
 
h

脱
水

機
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(
2
)
 
各

 
処

 
理
 
施
 
設
 
の
 
発
 
生
 
汚
 
泥
 
量

項
　

　
　
　
目

記
号

全
　

体
　

計
　

画
事
　
業
　
計
　
画

計
画

汚
水

量
Q
i

ｵ
ｷ
ｼ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｯ
ﾁ

1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日

ｵ
ｷ
ｼ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｯ
ﾁ

1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日

流
入

水
S
S
濃

度
S
S
i

1
4
0

m
g
/
 

1
4
0

m
g
/
 

放
流

水
S
S
濃

度
S
S
t

1
0

m
g
/
 

1
0

m
g
/
 

除
去

S
S
当

汚
泥
発
生
率

R
2

7
5
.
0

％
7
5
.
0

％

引
抜

汚
泥

S
S
濃
度

α
0
.
4

％
0
.
4

％

脱
水

汚
泥

S
S
含
水
率

δ
8
3
.
0

％
8
3
.
0

％

脱
水

汚
泥

回
収

率
ε

9
5
.
0

％
9
5
.
0

％

流
入

S
S
当

り
Q
i
 
 
 
S
S
i
 
 
S
S
t
 
 
R
2

Q
i
 
 
 
S
S
i
 
 
S
S
t
 
 
R
2

発
生

固
形

物
量

S
o

1
,
3
0
0
×

(
1
4
0
-
1
0
)
×

7
5

×
1
0
-
5
 
=

1
2
7

k
g
/
日

1
3
5
0
×
(
1
4
0
-
1
0
)
×
7
5

×
1
0
-
5
 
=

1
3
2

k
g
/
日

流
入

固
形

物
量

D
i
n

1
,
3
0
0
 
×

 
1
4
0
 
×

1
0
-
3

=
1
8
2

k
g
/
日

1
3
5
0
 
×
 
1
4
0
 
×
1
0
-
3

=
1
8
9

k
g
/
日

流
出

固
形

物
量

D
o
u
t

1
,
3
0
0
 
×

 
 
1
0
 
×

1
0
-
3

=
1
3

k
g
/
日

1
3
5
0
 
×
 
 
1
0

×
1
0
-
3

=
1
4

k
g
/
日

供
給

汚
泥

固
形

物
量

 
S
o
 
+
 
返
流

水
S
S
量

　
=
 
 
S
o
 
/
 
ε

/
1
0
0

 
S
o
 
+
 
返
流
水
S
S
量
　
=
 
 
S
o
 
/
 
ε
/
1
0
0

1
2
7
 
/
 
 
0
.
9
5
 
 
=

1
3
4

k
g
/
日

1
3
2
 
/
 
 
0
.
9
5
 
 
=

1
3
9

k
g
/
日
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項
　

　
　
　
目

記
号

全
　

体
　

計
　

画
事
　
業
　
計
　
画

脱
水

汚
泥

・
投

入
汚

泥
量

固
形

物
量

D
1

=
1
3
4

k
g
/
日

=
1
3
9

k
g
/
日

含
 
水

 
率

W
1

=
9
9
.
6

％
=

9
9
.
6

％

汚
 
泥

 
量

Q
d
1

1
3
4
 
×

 
1
0
-
3
 
×

 
1
0
0
 
/
 
(
1
0
0
 
 
-

9
9
.
6
)

1
3
9
 
×
 
1
0
-
3
 
×
 
1
0
0
 
/
 
(
1
0
0
 
 
-

9
9
.
6
)

=
3
3
.
5

ｍ
3
/
日

=
3
4
.
7

ｍ
3
/
日

脱
水

汚
泥

・
脱

水
ケ

ー
キ

量

固
形

物
量

D
2

≒
1
2
7

k
g
/
日

≒
1
3
2

k
g
/
日

含
 
水

 
率

W
2

=
8
3
.
0

％
=

8
3
.
0

％

D
2

W
2

D
2

W
2

汚
 
泥

 
量

Q
d
2

1
2
7
 
/
 
(
 
1
 
-
 
0
.
8
3
 
)
 
/
 
1
,
0
0
0

1
3
2
 
/
 
(
 
1
 
-
 
0
.
8
3
 
)
 
/
 
1
,
0
0
0

=
0
.
7

ｍ
3
/
日

=
0
.
8

ｍ
3
/
日

分
離

液
固

形
物

量

機
械
脱
水

 
D
1
 
-
 
S
o
 
=
 
1
3
4
 
-
 
1
2
7
 
=

7
k
g
/
日

機
械
脱
水

 
D
1
 
-
 
S
o
 
=
 
1
3
9
 
-
 
1
3
2
 
=

7
k
g
/
日

D
3

分
離

液
量

機
械
脱
水

 
Q
d
1
 
-
 
Q
d
2
 
=
 
3
3
.
5
 
-
 
0
.
7
 
=

3
2
.
8

ｍ
3
/
日

機
械
脱
水

 
Q
d
1
 
-
 
Q
d
2
 
=
 
3
4
.
7
 
-
 
0
.
8
 
=

3
3
.
9

ｍ
3
/
日

Q
d
3
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(
3
)
 
各

 
処

 
理

 
施
 
設
 
の
 
流
 
入
 
水
 
量

全
　
体
　

計
　

画
事

　
業

　
計

　
画

施
　

 
設

　
 
名

日
平
均

日
最

大
時

間
最

大
日

平
均

日
最

大
時

間
最
大

備
　
　
　
　
　
　
　
考

ｍ
3
/
日

ｍ
3
/
日

ｍ
3
/
日

ｍ
3
/
日

ｍ
3
/
日

ｍ
3
/
日

流
　

入
　

渠
9
5
0

1
,
3
0
0

2
,
5
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
5
0

2
,
6
0
0

分
離
液

汚
 
水

 
ポ

 
ン

 
プ

9
8
3

1
,
3
3
3

2
,
5
3
3

1
,
0
3
4

1
,
3
8
4

2
,
6
3
4

全
体

3
2
.
8

ｍ
3
/
日

事
計

3
3
.
9

ｍ
3
/
日

供
給
（
引
抜
）
汚
泥
量

Ｏ
Ｄ

槽
 
 
流

入
量

9
8
3

1
,
3
3
3

2
,
5
3
3

1
,
0
3
4

1
,
3
8
4

2
,
6
3
4

全
体

3
3
.
5

ｍ
3
/
日

事
計

3
4
.
7

m
3
/
日

返
送
汚
泥
率

Ｏ
Ｄ

槽
 
 
流

出
量

3
,
5
2
3

3
,
8
7
3

5
,
0
7
3

3
,
6
7
0

4
,
0
2
0

5
,
2
7
0

 
 
全
体
 
V
 
=
 
(
 
1
4
0
-
4
0
0
0
)
/
(
4
0
0
0
-
6
0
0
0
)
 
=
 
1
.
9
3

 
 
事
計
 
V
 
=
 
(
 
1
4
0
-
4
0
0
0
)
/
(
4
0
0
0
-
6
0
0
0
)
 
=
 
1
.
9
3

返
送
汚
泥
量

最
終

沈
殿

池
 
 
流
入
量

3
,
5
2
3

3
,
8
7
3

5
,
0
7
3

3
,
6
7
0

4
,
0
2
0

5
,
2
7
0

 
 
全
体
 
V
 
=
 
1
.
9
3
×
1
3
3
3
 
=
 
2
5
7
3

ｍ
3
/
日

 
 
事
計
 
V
 
=
 
1
.
9
3
×
1
3
8
4
 
=
 
2
6
7
1

ｍ
3
/
日

最
終

沈
殿

池
 
 
流
出
量

9
8
3

1
,
3
3
3

2
,
5
3
3

1
,
0
3
4

1
,
3
8
4

2
,
6
3
4

塩
素

混
和

池
　
流
入
量

9
8
3

1
,
3
3
3

2
,
5
3
3

1
,
0
3
4

1
,
3
8
4

2
,
6
3
4

放
　

流
　

渠
9
8
3

1
,
3
3
3

2
,
5
3
3

1
,
0
3
4

1
,
3
8
4

2
,
6
3
4
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(
4
)
 
フ

 
ロ

 
ー

 
お

 
よ
 
び
 
物
 
質
 
収
 
支

1
)
 
全

 
体

 
計

 
画

流
　

 
 
入

｜
Q
 
=

｜
1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日

｜
S
S
=

↓
1
8
2

k
g
/
日

分
離

液
 
S
S
=

7
k
g
/
日

｜
S
S
=

｜
1
8
9

k
g
/
日

↓
供

給
汚

泥
量

S
S
=

分
解
 
S
S

S
S
=

1
3
4

k
g
/
日

7
k
g
/
日

S
S
=

4
2

k
g
/
日

｜
｜

｜
｜

↓
｜ ｜ ｜

｜
S
S
=

｜

｜
1
3

k
g
/
日

｜

↓
｜ ｜ ｜

｜
｜

｜
｜

↓
｜ ｜ ｜

｜
S
S
=

｜

｜
1
3

k
g
/
日

｜
S
S
=

↓
↓

1
2
7

k
g
/
日

流
　

 
 
出

処
　
　
分

流
入

ポ
ン

プ
室

ｵ
ｷ
ｼ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｯ
ﾁ

最
終

沈
殿

池

脱
水
機

消
 
毒

 
槽

放
 
流

 
渠

81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



2
)
 
事

 
業

 
計

 
画

流
　

 
 
入

｜
Q
 
=

｜
1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日

｜
S
S
=

↓
1
8
9

k
g
/
日

分
離

液
 
S
S
=

7
k
g
/
日

｜
S
S
=

｜
1
9
6

k
g
/
日

↓
余

剰
汚

泥
量

S
S
=

分
解
 
S
S

S
S
=

1
3
9

k
g
/
日

7
k
g
/
日

S
S
=

4
3

k
g
/
日

｜
｜

｜
｜

↓
｜ ｜ ｜

｜
S
S
=

｜

｜
1
4

k
g
/
日

｜

↓
｜ ｜ ｜

｜
｜

｜
｜

↓
｜ ｜ ｜

｜
S
S
=

｜

｜
1
4

k
g
/
日

｜
S
S
=

↓
↓

1
3
2

k
g
/
日

流
　

 
 
出

処
　
　
分

放
 
流

 
渠

脱
水
機

消
 
毒

 
槽

流
入

ポ
ン

プ
室

ｵ
ｷ
ｼ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｯ
ﾁ

最
終

沈
殿

池
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(
5
)
 
各

 
施

 
設

 
の
 
容

 
量

 
計

 
算

1
)
 
ポ

 
ン

 
プ
 
施

 
設

項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

計
画

下
水

量
Q
1

日
平

均
9
5
0

ｍ
3
/
日
　
=

0
.
6
6

ｍ
3
/
分

日
平
均

1
,
0
0
0

ｍ
3
/
日
　
=

0
.
6
9

ｍ
3
/
分

Q
2

日
最

大
1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日
　
=

0
.
9
0

ｍ
3
/
分

日
最
大

1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日
　
=

0
.
9
4

ｍ
3
/
分

Q
3

時
間

最
大

2
,
5
0
0

ｍ
3
/
日
　
=

1
.
7
4

ｍ
3
/
分

時
間
最
大

2
,
6
0
0

ｍ
3
/
日
　
=

1
.
8
1

ｍ
3
/
分

1
.
　

流
入

ゲ
ー

ト
形

　
　

式
外
ネ
ジ
式
電
動
制
水
扉

ゲ
ー

ト
寸

法
幅
5
0
0
×
高
5
0
0
m
m

　
　

粗
目

ス
ク

リ
ー

ン

形
　

　
式

手
掻
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン

目
　

　
巾

5
0
 
m
m

基
　

　
数

1
基

バ
イ

パ
ス

用
手
掻
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン

2
.
　

砂
　

　
溜

1
）

計
画

処
理
水

量
Q
4

 
時

間
最
大
の
計
画
下
水
量
 
：
 
Q
3
 
=
 
 
2
,
5
0
0
ｍ

3
/
日

 
時
間
最
大
の
計
画
下
水
量
 
：
 
Q
3
 
=
 
2
,
6
0
0

ｍ
3
/
日

 
 
 
 
 
 
Q
4
 
=
 
Q
3
/
2
4
/
6
0
 
=
 
2
,
5
0
0
/
2
4
/
6
0
 
=
 
1
.
7
3
6
1

 
 
 
 
 
 
Q
4
 
=
 
Q
3
/
2
4
/
6
0
 
=
 
2
,
6
0
0
/
2
4
/
6
0
 
=
 
1
.
8
0
5
6

1
.
8
0

ｍ
3
/
分

（
切
上
げ
）

≒
1
.
9
0

ｍ
3
/
分

（
切
上
げ
）

2
）

池
形

状
・
寸

法
形

状
寸

法
　
　
　
　
巾
1
.
0
m
×
長
1
.
0
m
×
深
0
.
9
m
×
1
池

3
）

揚
砂

ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
水
中
汚
水
ポ
ン
プ

形
　

　
式

φ
8
0

m
m

仕
　

　
様

0
.
3

ｍ
3
/
分

1
5

ｍ
5
.
5

k
W

1
台

4
）

破
砕

機 形
　

　
式

水
路
設
置
型
　
二
軸
差
動
式

仕
　

　
様

4
.
6
 
ｍ

3
/
分
 
×
 
3
.
7
 
k
w
 
×
 
1
台
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項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

3
.
　

ポ
ン

プ
井

1
）

計
画

処
理
水

量
Q
4

 
時

間
最
大
の
計
画
下
水
量
 
：
 
Q
3
 
=
 
2
,
5
0
0

ｍ
3
/
日

 
時
間
最
大
の
計
画
下
水
量
 
：
 
Q
3
 
=
 
2
,
6
0
0

ｍ
3
/
日

 
 
 
 
 
Q
4
 
=
 
Q
3
/
2
4
/
6
0
 
=
 
2
,
5
0
0
/
2
4
/
6
0
 
=
 

1
.
7
3
6
1

 
 
 
 
 
Q
4
 
=
 
Q
3
/
2
4
/
6
0
 
=
 
2
,
6
0
0
/
2
4
/
6
0
 
=
 

1
.
8
0
5
6

1
.
8
0

ｍ
3
/
分

（
切
上
げ
）

≒
1
.
9
0

ｍ
3
/
分

（
切
上
げ
）

2
）

容
量

計
算

滞
留

時
間

ポ
ン
プ
揚
水
量
の
２
分
間

ポ
ン
プ
揚
水
量
の
２
分
間

3
）

池
形

状
・
寸

法

必
要

容
量

　
　

　
　
　
1
.
8
ｍ

３
／
分
×
２
分
＝
3
.
6
ｍ

3
　
　
　
　
　
1
.
9
ｍ

３
／
分
×
２
分
＝
3
.
8
ｍ

3

形
状

寸
法

　
　

　
　
巾
3
.
8
m
×
長
5
.
8
m
×
深
0
.
7
m
×
1
池

　
　
　
　
巾
3
.
8
m
×
長
5
.
8
m
×
深
0
.
7
m
×
1
池

実
容

量
　

　
　

　
3
.
8
 
×
 
5
.
8
 
×
 
0
.
7
 
＝
 
1
5
.
4
ｍ

3
　
　
　
　
3
.
8
 
×
 
5
.
8
 
×
 
0
.
7
 
＝
 
1
5
.
4
ｍ

3

4
)
 
検

　
　

算
実

滞
留

時
間

1
5
.
4
 
/
 
4
.
8
 
＝
 
3
.
2
 
分

1
5
.
4
 
/
 
4
.
8
 
＝
 
3
.
2
 
分

5
)
 
ポ

ン
プ

設
備

形
　

　
式

　
　

　
　
　
水
中
汚
水
ポ
ン
プ

水
中
汚
水
ポ
ン
プ

仕
　

　
様

φ
1
0
0

m
m

φ
1
0
0

m
m

1
.
6

ｍ
3
/
分

1
.
6

ｍ
3
/
分

1
2

ｍ
1
2

ｍ
7
.
5

k
W

7
.
5

k
W

3
台
（
内
１
台
予
備
）

3
台
（
内
１
台
予
備
）
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2
)
 
オ

キ
シ

デ
ー

シ
ョ

ン
デ

ィ
ッ

チ

項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

処
 
理

 
方

 
式

オ
キ

シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法

同
　
　
　
　
左

形
　

　
式

馬
蹄

形
循
環
流
水
路
方
式

同
　
　
　
　
左

計
画

汚
水

量
Q
2

日
最

大
1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日

日
最
大

1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日

流
入

汚
水

水
質

C
s
b

 
B
O
D

1
8
0

m
g
/
 

 
B
O
D

1
8
0

m
g
/
 

C
s
S

 
S
S

1
4
0

m
g
/
 

 
S
S

1
4
0

m
g
/
 

流
入

汚
水

 
B
O
D
,
S
S
 
量

B
s
b

 
B
O
D
 
=
 
1
8
0
 
×
 
1
,
3
0
0
 
/
 
1
,
0
0
0
 
=

2
3
4

k
g
/
日

 
B
O
D
 
=
 
1
8
0
 
×
 
1
,
3
5
0
 
/
 
1
,
0
0
0
 
=

2
4
3

k
g
/
日

D
i
n
 
 
 
D
4

B
s
S

 
S
S
1
 
=
 
1
8
2
 
+
 
7
 
=
 

1
8
9

k
g
/
日

 
S
S
1
 
=
 
1
8
9
 
+
 
7
 
 
=

1
9
6

k
g
/
日

所
　

用
　

容
　

量

(
1
)
B
O
D
 
負

荷
に

よ
る

B
O
D
-
S
S
 
負

荷
L
s

0
.
0
5

k
g
B
O
D
/
k
g
S
S
･
日

0
.
0
5

k
g
B
O
D
/
k
g
S
S
･
日

M
L
S
S
 
濃

度
C
a

4
,
0
0
0

m
g
/
 

4
,
0
0
0

m
g
/
 

返
送

汚
泥

濃
度

C
r

6
,
0
0
0

m
g
/
 

6
,
0
0
0

m
g
/
 

所
要

容
量

V
e
1

B
s
b

 
 
L
s
 
 
 
 
 
C
a

 
 
 
 
 
 
2
3
4
×
 
1
,
0
0
0
 
/
 
(
0
.
0
5
×
4
,
0
0
0
)

 
 
 
 
 
 
2
4
3
×
 
1
,
0
0
0
 
/
 
(
0
.
0
5
×
4
,
0
0
0
)

=
1
,
1
7
0

ｍ
3

=
1
,
2
1
5

ｍ
3

(
2
)
滞

留
時

間
に

よ
る

滞
留

時
間

 
(
H
R
T
)

2
4

時
間

2
4

時
間

所
要

容
量

V
e
2

Q
2

 
 
 
 
 
 
1
,
3
0
0
 
×
 
2
4
 
/
 
2
4
 
=

1
,
3
0
0

ｍ
3

 
 
 
 
 
 
1
,
3
5
0
 
×
 
2
4
 
/
 
2
4
 
=

1
,
3
5
0

ｍ
3
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項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

構
 
造

 
寸

 
法

容
 
 
 
 
量

1
,
2
0
0

 
 
ｍ

3
×
 
1
 
池

容
 
 
 
 
量

1
,
2
0
0

 
 
ｍ

3
×
 
1
 
池

水
 
路
 
幅
 
 
 
 
(
D
e
)

4
.
0

 
 
ｍ

水
 
路
 
幅
 
 
 
 
(
D
e
)

4
.
0

 
 
ｍ

換
算

水
路
長
 
 
(
L
e
)

1
2
1
.
1

 
 
ｍ

換
算
水
路
長
 
 
(
L
e
)

1
2
1
.
1

 
 
ｍ

有
効

水
深
 
 
 
 
(
H
e
)

2
.
5

 
 
ｍ

有
効
水
深
 
 
 
 
(
H
e
)

2
.
5

 
 
ｍ

池
 
 
 
 
数
 
 
 
 
(
N
e
)

1
 
 
池

池
 
 
 
 
数
 
 
 
 
(
N
e
)

1
 
 
池

有
 
効

 
容

 
量

 
D
e
 
 
 
 
 
H
e

ﾊ
ﾝ
ﾁ

池
断

面
積

A
e
1

A
e
1
 
=
 
4
.
0
 
×
 
2
.
5
 
-
 
0
.
3
 
×
 
0
.
3
 
×
 
1
/
2
 
×
 
2

A
e
1
 
=
 
4
.
0
 
×
 
2
.
5
 
-
 
0
.
3
 
×
 
0
.
3
 
×
 
1
/
2
 
×
 
2

=
9
.
9
1

ｍ
2

=
9
.
9
1

ｍ
2

 
A
e
1

L
e

１
池

当
有

効
容

量
V
e
4

V
e
4
 
=
 
9
.
9
1
 
×
 
1
2
1
.
1
 
=

1
,
2
0
0

ｍ
3

V
e
4
 
=
 
9
.
9
1
×
1
2
1
.
1
 
=

1
,
2
0
0

ｍ
3

有
効

容
量

V
e

V
e
 
 
=
 
1
,
2
0
0
 
×
 
1
 
=

1
,
2
0
0

ｍ
3

V
e
 
 
=
 
1
,
2
0
0
 
×
 
1
 
=

1
,
2
0
0

ｍ
3

検
　

　
　

算
V
e

 
Q
2

実
 
H
R
T

T
e
1

 
 
 
 
 
1
,
2
0
0
 
×
 
2
4
 
/
 
1
,
3
0
0
 
=

2
2
.
2

時
間

 
 
 
 
 
1
,
2
0
0
 
×
 
2
4
 
/
 
1
,
3
5
0
 
=

2
1
.
3

時
間

(
滞

留
時

間
)

 
 
 
 
 
 
B
s
b

 
 
 
 
 
V
e

C
a
 
 

B
O
D
,
S
S
 
負

荷
L
s
'

 
 
 
 
 
 
 
2
3
4
 
×
 
1
,
0
0
0
 
/
 
(
 
1
,
2
0
0
 
×
 
4
,
0
0
0
 
)

 
 
 
 
 
 
 
2
4
3
 
×
 
1
,
0
0
0
 
/
 
(
 
1
,
2
0
0
 
×
 
4
,
0
0
0
 
)

=
0
.
0
4
9

k
g
B
O
D
/
k
g
S
S
･
日

=
0
.
0
5
1

k
g
B
O
D
/
k
g
S
S
･
日

汚
泥

日
令

A
s

V
e

C
a
 
 
 
 
 
B
s
S

 
 
 
 
 
1
,
2
0
0
 
×
 
4
,
0
0
0
 
/
 
(
 
1
8
9
 
 
×
 
1
0
^
3
 
)

 
 
 
 
 
1
,
2
0
0
 
×
 
4
,
0
0
0
 
/
 
(
 
1
9
6
 
 
×
 
1
0
^
3
 
)

=
2
5
.
4

日
=

2
4
.
5

日
B
s
b

V
e
 

B
O
D
 
容

量
負

荷
L
r

 
 
 
 
 
 
 
2
3
4
 
/
 
1
,
2
0
0

 
 
 
 
 
 
 
2
4
3
 
/
 
1
,
2
0
0

=
0
.
2
0

k
g
B
O
D
/
ｍ

3
･
日

=
0
.
2
0

k
g
B
O
D
/
ｍ

3
･
日
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3
)
 
エ

ア
レ

ー
シ

ョ
ン

装
置

項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

計
 
画

 
下

 
水
 
量

Q
2

1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日

1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日

池
　

　
数

N
e

1
池

1
池

流
 
入

 
Ｂ

Ｏ
Ｄ

C
s
b

1
8
0

m
g
/
 

1
8
0

m
g
/
 

必
 
要

 
酸

 
素
 
量

A
O
R

 
流

入
Ｂ
Ｏ
Ｄ
当
た
り
、

1
.
6

k
g
O
2
/
k
g
B
O
D

 
流
入
Ｂ
Ｏ
Ｄ
当
た
り
、

1
.
6

k
g
O
2
/
k
g
B
O
D

 
と

す
る
。

 
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
1
.
6
 
×
 
1
,
3
0
0
 
×
 
1
8
0
 
/
 
1
,
0
0
0
 
/
 
1

 
 
 
 
 
 
1
.
6
 
×
 
1
,
3
5
0
 
×
 
1
8
0
 
/
 
1
,
0
0
0
 
/
 
1

=
3
7
4

k
g
O
2
/
日

=
3
8
9

k
g
O
2
/
日

供
 
給

 
酸

 
素
 
量

S
O
R

 
流

入
Ｂ
Ｏ
Ｄ
当
た
り
、

1
.
6

k
g
O
2
/
k
g
B
O
D

 
流
入
Ｂ
Ｏ
Ｄ
当
た
り
、

1
.
6

k
g
O
2
/
k
g
B
O
D

 
と

す
る
。

 
と
す
る
。

B
s
b

 
 
 
 
 
 
2
3
4
 
/
 
1
 
×
 
1
.
6
 
=

3
7
4

k
g
O
2
/
日

 
 
 
 
 
 
2
4
3
 
/
 
1
 
×
 
1
.
6
 
=

3
8
9

k
g
O
2
/
日

時
間

当
た

り
供

給
酸

素
量

S
O
T
R

 
 
 
 
 
(
3
7
4
 
/
 
2
4
)
 
×
 
(
2
4
 
/
 
1
2
)
 
×
 
1
/
2

 
 
 
 
 
(
3
8
9
 
/
 
2
4
)
 
×
 
(
2
4
 
/
 
1
2
)
 
×
 
1
/
2

=
1
5
.
6

k
g
O
2
/
時
･
基

=
1
6
.
2

k
g
O
2
/
時
･
基

エ
ア

レ
ー

シ
ョ

ン
装

置
仕

様
縦
軸
型
機
械
式
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置

縦
軸
型
機
械
式
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置

形
　

　
式

φ
 
1
,
8
0
0

φ
 
1
,
8
0
0

能
　

　
力

1
5
.
6

k
g
O
2
/
時
･
台

1
6
.
2

k
g
O
2
/
時
･
台

台
　

　
数

2
2

×
 
1
1
.
0
 
k
W

台
（
１
池
当
た
り
 
2
台
）

台
（
１
池
当
た
り
 
2
台
）

×
 
1
1
.
0
 
k
W
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4
)
 
最

 
終

 
沈
 
殿

 
池

項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

形
　

　
　

　
式

円
形

放
射
流
式
沈
殿
池

円
形
放
射
流
式
沈
殿
池

計
 
画

 
下

 
水
 
量

Q
2

1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日

1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日

水
 
面

 
積

 
負
 
荷

O
F
R

8
ｍ

3
/
ｍ

2
･
日

8
ｍ

3
/
ｍ

2
･
日

有
 
効

 
水

 
深

H
p
1

3
.
5

ｍ
3
.
5

ｍ

必
 
要

 
水

 
面
 
積

Q
2
 

O
F
R

A
p
1

 
 
 
 
 
1
,
3
0
0
 
/
 
8
 
=

1
6
3

ｍ
2

 
 
 
 
 
1
,
3
5
0
 
/
 
8
 
=

1
6
9

ｍ
2

必
 
要

 
容

 
量

A
p
1

H
p
1

V
p
1

 
 
 
 
 
 
1
6
3
 
×
 
3
.
5
 
=

5
7
1

ｍ
3

 
 
 
 
 
 
1
6
9
 
×
 
3
.
5
 
=

5
9
2

ｍ
3

構
 
造

 
寸

 
法

内
　

　
径

D
p

1
4
.
0

ｍ
1
4
.
0

ｍ
有

効
水

深
H
p

3
.
5

ｍ
3
.
5

ｍ
池

　
　

数
N
p

1
池

1
池

有
効

水
面

積
A
p

 
 
 
 
 
(
1
4
.
0
)
^
2
 
×
 
π
/
4
 
 
=

1
5
4

ｍ
2
/
池

 
 
 
 
 
(
1
4
.
0
)
^
2
 
×
 
π
/
4
 
 
=

1
5
4

ｍ
2
/
池

有
効

容
量

V
p

 
 
 
 
 
 
1
5
4
 
×
 
3
.
5
 
=

5
3
9

ｍ
3
/
池

 
 
 
 
 
 
1
5
4
 
×
 
3
.
5
 
=

5
3
9

ｍ
3
/
池

越
流

堰
長

ι
p

 
 
 
 
 
(
1
4
.
0
 
-
 
0
.
4
5
×
2
)
×

π
 
=

4
1
.
2

ｍ
/
池

 
 
 
 
 
(
1
4
.
0
 
-
 
0
.
4
5
×
2
)
×
π
 
=

4
1
.
2

ｍ
/
池

検
　

　
　

　
算

実
水

面
積

負
荷

Q
2
 
 
 
 
 
A
p

 
N
p

O
F
R
'

 
 
 
 
 
1
,
3
0
0
 
/
 
(
1
5
4
 
×
 
1
)
 
=

8
.
4

ｍ
3
/
ｍ

2
･
日

 
 
 
 
 
1
,
3
5
0
 
/
 
(
1
5
4
 
×
 
1
)
 
=

8
.
8

ｍ
3
/
ｍ

2
･
日

実
沈

殿
時

間
V
p
 
 
N
p

 
Q
2

T
p
2

 
 
 
 
 
5
3
9
×
1
×
2
4
 
/
 
1
,
3
0
0
 
=

1
0
.
0

時
間

 
 
 
 
 
5
3
9
×
1
×
2
4
 
/
 
1
,
3
5
0
 
=

9
.
6

時
間

実
越

流
堰

負
荷

Q
2
 

ι
p
2

 
 
 
 
 
1
,
3
0
0
 
/
 
(
4
1
.
2
 
×
 
1
)
 
=

3
1
.
6

ｍ
3
/
ｍ
･
日

 
 
 
 
 
1
,
3
5
0
 
/
 
(
4
1
.
2
 
×
 
1
)
 
=

3
2
.
8

ｍ
3
/
ｍ
･
日
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5
)
 
塩

 
素

 
混
 
和

 
池

項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

1
）

設
計

条
件

計
画

汚
水

量
Q
2

1
,
3
0
0

ｍ
3
/
日
 
=

0
.
9
0
3

ｍ
3
/
分

1
,
3
5
0

ｍ
3
/
日
 
=

0
.
9
3
8

ｍ
3
/
分

接
触

時
間

T
d

1
5
分
以
上

1
5
分
以
上

必
要

容
量

V
d
1

Q
2
 
 
 
 
 
T
d

 
 
 
 
 
0
.
9
0
3
 
×
 
1
5
 
=

1
3
.
5

ｍ
3

 
 
 
 
 
0
.
9
4
 
×
 
1
5
 
=

1
4
.
1

ｍ
3

2
）

池
形

状
・
寸

法
平

行
流
迂
回
水
路

　
同
　
左

容
　

　
量

3
8
.
4

ｍ
3

容
　
　
量

3
8
.
4

ｍ
3

水
 
路
 
幅
 
 
 
(
B
d
)

1
.
2

ｍ
水
 
路
 
幅
 
 
 
(
B
d
)

1
.
2

ｍ
水

 
路
 
長
 
 
 
(
L
d
)

3
2
.
0

ｍ
水
 
路
 
長
 
 
 
(
L
d
)

3
2
.
0

ｍ
有

効
水

深
 
 
 
(
H
d
)

1
.
0

ｍ
有
効
水
深
 
 
 
(
H
d
)

1
.
0

ｍ
水

 
路
 
数

1
水
路

水
 
路
 
数

1
水
路

3
）

検
　

算 実
接

触
時

間
3
8
.
4
 
/
 
0
.
9
0
3
 
=
 
 

4
2
.
5

分
3
8
.
4
 
/
 
0
.
9
3
8
 
=
 
 

4
0
.
9

分
　

4
)
 
消

毒
設

備
消

毒
方

式
 
 
　

　
 
固
形
塩
素
剤
注
入
方
式

　
　
　
 
同
 
左

注
入

率
4
 
m
g
/
 

　
　
　
 
同
 
左

必
要

塩
素

量
1
3
0
0
 
×
 
4
 
×

1
0
-
3
 
=

5
.
2

k
g
/
日

1
3
5
0
 
×
 
4
 
×

1
0
-
3
 
=

5
.
4

k
g
/
日

塩
素

有
効

率
7
0
%

　
　
　
 
同
 
左

塩
素

剤
使

用
量

 
 
 
 
 
 
 
5
.
2
 
/
 
0
.
7

=
7
.
4

k
g
/
日

 
 
 
 
 
 
 
5
.
4
 
/
 
0
.
7

=
7
.
7

k
g
/
日

　
（

日
最

大
）
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6
)
 
汚

　
泥

　
脱

　
水

　
設

　
備

項
　
　

目
記

号
全
　
体
　
計
　
画

事
 
 
業
 
 
計
 
 
画

形
　

　
　

　
式

多
重

板
型
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
脱
水
機

多
重
板
型
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
脱
水
機

投
 
入

 
汚

 
泥
 
量

固
 
形
 
物

 
量

D
1

1
3
4

k
g
/
日

1
3
9

k
g
/
日

汚
 
泥
 
量

Q
d
1

3
3
.
5

m
3
/
日

3
4
.
7

m
3
/
日

脱
水

ケ
ー

キ
量

固
 
形
 
物

 
量

D
2

1
2
7

k
g
/
日

1
3
2

k
g
/
日

汚
 
泥
 
量

Q
d
2

0
.
7

m
3
/
日

0
.
8

m
3
/
日

運
 
転

 
日

 
数

T
b
１

最
大
　
　
5
日
／
週

最
大
　
　
5
日
／
週

運
 
転

 
時

 
間
 

T
b
2

1
0
0
.
8

時
間
/
週

以
内

1
0
0
.
8

時
間
/
週

以
内

必
 
要

 
能

 
力

　
 
D
1
 
o
r
 
Q
d
1

　
 
D
1
 
o
r
 
Q
d
1

 
 
 
 
 
 
1
3
4
k
g
/
日
 
×
 
7
日
 
/
 
1
0
0
.
8
 
時
間

 
 
 
 
 
 
1
3
9
k
g
/
日
 
×
 
7
日
 
/
 
1
0
0
.
8
 
時
間

≒
9
.
3

k
g
-
D
S
/
h

≒
9
.
7

k
g
-
D
S
/
h

脱
 
水

 
機

 
仕
 
様

形
　

　
　

式
多

重
板
型
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
脱
水
機

多
重
板
型
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
脱
水
機

処
 
理
 
能

 
力

L
b

　
　

１
軸
当
た
り

7
k
g
-
D
S
/
h

　
　
１
軸
当
た
り

7
k
g
-
D
S
/
h

　
　

脱
水
機
能
力

1
4

k
g
-
D
S
/
h

　
　
脱
水
機
能
力

1
4

k
g
-
D
S
/
h

台
　

　
　

数
N
b

1
台

1
台

実
 
運

 
転

 
時
 
間

T
b
'

　
 
D
1
 
o
r
 
Q
d
1

　
 
D
1
 
o
r
 
Q
d
1

 
 
 
 
 
 
1
3
4
k
g
/
日
 
/
 
1
4
k
g
-
D
S
/
h
 
/
 
1
 
台

 
 
 
 
 
 
1
3
9
k
g
/
日
 
/
 
1
4
k
g
-
D
S
/
h
 
/
 
1
台

=
9
.
6

時
間
/
日

=
9
.
9

時
間
/
日
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１０－１． 終末処理場水理計算書

１．基 本 条 件

 (1) 処理場の名称 穴吹浄化センター

 (2) 排除方式 分 流 式

 (3) 計画汚水量

ｍ
3
/日 ｍ

3
/秒 ｍ

3
/日 ｍ

3
/秒

 (ＱDA) 950 0.0110 1,000 0.0116

 (ＱDM) 1,300 0.0150 1,350 0.0156

 (ＱHM) 2,500 0.0289 2,600 0.0301

 (ＱWW) 4,600 0.0532 4,600 0.0532

非常時汚水量：流入ポンプ井の水中ポンプの揚水能力を非常時汚水量とする。

1.6m
3
/分×2 = 3.2m

3
/分　　→　4,608 ≒4,600 m

3
/日

 (4) 流 入 管

管    径 FRPMφ 500 mm

勾    配 1.3 ‰

管 底 高 TP 34.379 ｍ

 (5) 放 流 先

放流先
放流先名称 1級河川　穴吹川
管理者 徳島県

計画堤体高 TP+ 44.950 ｍ
計画高水位 TP+ 42.492 ｍ

計画高水位への対処の方法；吐出井による圧力排水
　　　　　　　　　　　　　（晴天時は、自然流下）

 (6) 計画地盤高

計画造成高 TP+ 39.000 ｍ

全 体 計 画 事 業 計 画

計画１日平均汚水量

計画１日最大汚水量

計画時間最大汚水量

非 常 時 汚 水 量
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３．水処理施設水理計算

(1/12)

放　　流　　管

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

雨水含む

Ｑ 0.1845 0.2204 0.2239 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 1 1 1

ｑ 0.1845 0.2204 0.2239 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

放流渠水路断面 Ｄ 1.00 ｍ

流    積 AW 0.7854 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.2500 ｍ

延    長 Ｌ 60.00 ｍ

HO 42.490 42.490 42.490

Ｖ 0.235 0.281 0.285  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.0028 0.0040 0.0041

I 0.059 0.085 0.087

hf 0.004 0.005 0.005 hf = I×L

 f = 0.50

hi 0.001 0.002 0.002  n = 1

 f = 1.00

ho 0.003 0.004 0.004  n = 1

 f = 0.20

hb 0.000 0.000 0.000  n = 0

he － － －

0.008 0.011 0.011

Σｈ 0.01 0.02 0.02  cm単位に切上げ

Ｈ 42.500 42.510 42.510

  全損失水頭

 曲がり損失(ｍ)

 その他の損失

 流出損失  (ｍ)

施 設 名

項 目

流 量

水 路 数

　摩擦損失  (ｍ)

　速 度 水 頭（ｍ）

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

 　流入損失  (ｍ)

備　考　欄

単 位 流 量

形 状 寸 法

　 下流側水位　（ｍ）

 上 流 側 水 位（ｍ）

　流　速　　　(ｍ／ｓ）
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(2/12)

流　　出　　管

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

1,300 2,500 4,600 （ｍ
3
/日）

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 1 1 1

ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

放流渠水路断面 Ｄ 0.40 ｍ

流    積 AW 0.1257 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.1000 ｍ

延    長 Ｌ 30.00 ｍ

HO 38.440 38.390 38.380

Ｖ 0.119 0.230 0.423  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.0007 0.0027 0.0091

I 0.052 0.193 0.651

hf 0.002 0.006 0.020 hf = I×L

 f = 0.50

hi 0.000 0.001 0.005  n = 1

 f = 1.00

ho 0.001 0.003 0.009  n = 1

 f = 0.20

hb 0.000 0.001 0.004  n = 2

he － － －

0.003 0.011 0.038

Σｈ 0.01 0.02 0.04  cm単位に切上げ

Ｈ 38.450 38.410 38.420 上 流 側 水 位（ｍ）

　摩擦損失  (ｍ)

  全損失水頭

 曲がり損失(ｍ)

 その他の損失

　流　速　　　(ｍ／ｓ）

項 目 備　考　欄

流 量

水 路 数

 　流入損失  (ｍ)

施 設 名

 流出損失  (ｍ)

　速 度 水 頭（ｍ）

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

単 位 流 量

形 状 寸 法

　 下流側水位　（ｍ）
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(3/12)

塩 素 混 和 池 　 流 量 計

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 2 2 2

ｑ 0.0075 0.0145 0.0266 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.010

管    径 Ｄ 0.200 ｍ

流    積 AW 0.03142 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.0500 ｍ

HO 38.450 38.410 38.420

Ｖ 0.239 0.461 0.847  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.003 0.011 0.037

 f = 0.183

hf1 0.001 0.002 0.007  h = f×V
2
/(2g)

 f = 1.00

hf2 0.003 0.011 0.037  h = f×V
2
/(2g)

0.004 0.013 0.044

Σｈ 0.01 0.02 0.05  cm単位に切上げ

Ｈ 38.460 38.430 38.470

 速 度 水 頭（ｍ）

　流　速　　　(ｍ／ｓ）

項 目

流 量

水 路 数

形 状 寸 法

単 位 流 量

 下流側水位（ｍ）

備　考　欄

施 設 名

 計量損失  (ｍ)

 流出損失  (ｍ)

  全損失水頭

 上 流 側 水 位（ｍ）
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(4/12)

塩 素 混 和 池 　 流　入　管

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 1 1 1

ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

放流渠水路断面 Ｄ 0.40 ｍ

流    積 AW 0.1257 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.1000 ｍ

延    長 Ｌ 15.00 ｍ

HO 38.460 38.430 38.470

Ｖ 0.119 0.230 0.423  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.001 0.003 0.009

I 0.052 0.193 0.651

hf 0.001 0.003 0.010 hf = I×L

 f = 1.00

hi 0.001 0.003 0.009  n = 1

 f = 0.20

ho 0.000 0.001 0.002  n = 1

he － － －

0.002 0.007 0.021

Σｈ 0.01 0.01 0.03  cm単位に切上げ

Ｈ 38.470 38.440 38.500

 下流側水位（ｍ）

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

備　考　欄

流 量

水 路 数

単 位 流 量

　流　速　　　(ｍ／ｓ）

 速 度 水 頭（ｍ）

 上 流 側 水 位（ｍ）

 流出損失  (ｍ)

 曲がり損失(ｍ)

 その他の損失

　摩擦損失  (ｍ)

施 設 名

項 目

形 状 寸 法

  全損失水頭
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(5/12)

　　塩素混和池 ～最終沈殿池連絡水路

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 2 2 2

ｑ 0.0075 0.0145 0.0266 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

放流渠水路断面 Ｄ 0.25 ｍ

流    積 AW 0.0491 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.0625 ｍ

延    長 Ｌ 45.00 ｍ

HO 38.470 38.440 38.500

Ｖ 0.153 0.295 0.542  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.0012 0.0044 0.0150

I 0.160 0.593 2.002

hf 0.007 0.027 0.090 hf = I×L

 f = 0.50

hi 0.001 0.002 0.008  n = 1

 f = 0.20

ho 0.001 0.003 0.009  n = 3

he － － －

0.009 0.032 0.107

Σｈ 0.01 0.04 0.11  cm単位に切上げ

Ｈ 38.480 38.480 38.610

 その他の損失

施 設 名

 曲がり損失(ｍ)

備　考　欄

流 量

  全損失水頭

 上 流 側 水 位（ｍ）

 流入損失  (ｍ)

　流　速　　　(ｍ／ｓ）

 速 度 水 頭（ｍ）

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

 下流側水位（ｍ）

　摩擦損失  (ｍ)

単 位 流 量

形 状 寸 法

項 目

水 路 数
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(6/12)

 最終沈澱池 　 越流トラフ　　流出堰

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 3 3 3

ｑ 0.0050 0.0096 0.0177 （ｍ
3
/秒）

沈殿地　径 Ｄ 14.00 ｍ

ト  ラ  フ  幅 Ｂ 0.30 ｍ

ト  ラ  フ  長 Ｌ 21.99 ｍ（池半周）

ト ラ フ 勾 配 ｉ 2.0 ‰

HO 38.480 38.480 38.610

Hb 38.950 38.950 38.950

hcι 0.030 0.047 0.071

hι 0.000 0.000 0.000

ho 0.052 0.081 0.123

hf 0.096 0.125 0.167  i×L+ho

0.096 0.125 0.167

Σh 0.10 0.13 0.17  cm単位に切上げ

Ｈ 39.050 39.080 39.120

 トラフ上流端水深（ｍ）

 損  失  水  頭（ｍ）

流 量

水 路 数

単 位 流 量

形 状 寸 法

 上 流 側 水 位（ｍ）

全 損 失 水 頭

 下 流 側 水 位 （ｍ）

 ト ラ フ 底 高 （ｍ）

 限  界  水  深（ｍ）

備　考　欄

施 設 名

項 目

 トラフ下流端水深（ｍ）
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(7/12)

 最終沈澱池 　 越流堰　　流出堰

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0050 0.0096 0.0177 （ｍ
3
/秒） １池当たり

Ｎ 329 329 329

ｑ 0.000015 0.000029 0.000054 （ｍ
3
/秒）

 直角三角堰

沈殿池径 D 14.00 m

ノッチ周長 L 41.15 m

ノッチのピッチ @ 0.125 m

ノッチの個数 N 329 ｹ/池

HO 39.050 39.080 39.120

Hb 39.380 39.380 39.380

h 0.010 0.013 0.017  h = (q/1.42)
2/5

Σh 0.01 0.02 0.02  cm単位に切上げ

Ｈ 39.390 39.400 39.400

流 量

形 状 寸 法

 上 流 側 水 位（ｍ）

 下 流 側 水 位 （ｍ）

 ノ　ッ　チ　高 （ｍ）

 越　流　水　深 （ｍ）

全 損 失 水 頭

単 位 流 量

施 設 名

項 目

堰 数

備　考　欄
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(8/12)

 　　　　最終沈澱池 　 流入管

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0451 0.0590 0.0833 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 3 3 3

q=

Q/N 0.0150 0.0197 0.0278 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

管    径 Ｄ 0.45 ｍ

流    積 AW 0.1590 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.1125 ｍ

延    長 Ｌ 16.00 ｍ

HO 39.390 39.400 39.400

Ｖ 0.094 0.124 0.175  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.0005 0.0008 0.0016

I 0.027 0.048 0.095

hf 0.000 0.001 0.002 hf = I×L

 f = 0.50

hi 0.000 0.000 0.001  n = 1

 f = 1.00

ho 0.001 0.001 0.002  n = 1

 f = 0.13

hb 0.000 0.000 0.000  n = 1

he － － －

0.001 0.002 0.005

Σｈ 0.01 0.01 0.01  cm単位に切上げ

Ｈ 39.400 39.410 39.410

単 位 流 量

形 状 寸 法

施 設 名

項 目

流 量

水 路 数

備　考　欄

 下流側水位（ｍ）

 上 流 側 水 位（ｍ）

 曲がり損失(ｍ)

 その他の損失

  全損失水頭

 　流入損失  (ｍ)

 流出損失  (ｍ)

流 速

 速 度 水 頭（ｍ）

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

　摩擦損失  (ｍ)
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(9/12)

 オキシデーションディッチ　　流出堰

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0451 0.0590 0.0833 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 3 3 3

ｑ 0.0150 0.0197 0.0278 （ｍ
3
/秒）

39.770

39.730

堰　幅（ｍ） B 1.4 ｍ

堰頂高（ｍ） H 39.730 ｍ

HO 39.400 39.410 39.410

h 0.033 0.040 0.050  h = (q/1.84*B)
2/3

0.033 0.040 0.050

Σh 0.04 0.04 0.05  cm単位に切上げ

Ｈ 39.770 39.770 39.780

全 損 失 水 頭

 上 流 側 水 位（ｍ）

 越　流　水　深 （ｍ）

堰 数

単 位 流 量

形 状 寸 法

 下 流 側 水 位 （ｍ）

施 設 名

項 目 備　考　欄

流 量
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(10/12)

 　　　　オキシデーションディッチ 　 流入管

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 3 3 3

q=

Q/N 0.0050 0.0096 0.0177 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

管    径 Ｄ 0.25 ｍ

流    積 AW 0.0491 ｍ
2

径    深 Ｒ 0.0625 ｍ

延    長 Ｌ 100.00 ｍ

HO 40.330 40.330 40.330

Ｖ 0.102 0.196 0.360  V = q/AW

Ｖ
2
/2g 0.0005 0.0020 0.0066

I 0.071 0.262 0.883

hf 0.007 0.026 0.088 hf = I×L

 f = 0.50

hi 0.000 0.001 0.003  n = 1

 f = 1.00

ho 0.001 0.002 0.007  n = 1

 f = 0.20

hb 0.001 0.003 0.009  n = 7

he － － －

0.009 0.032 0.107

Σｈ 0.01 0.04 0.11  cm単位に切上げ

Ｈ 40.340 40.370 40.440 上 流 側 水 位（ｍ）

  全損失水頭

 曲がり損失(ｍ)

 その他の損失

 　流入損失  (ｍ)

 流出損失  (ｍ)

 速 度 水 頭（ｍ）

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

　摩擦損失  (ｍ)

単 位 流 量

形 状 寸 法

 下流側水位（ｍ）

流 速

項 目 備　考　欄

流 量

水 路 数

施 設 名
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(11/12)

　　　　　 分　　配　　槽

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 0.0532 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 3 3 3

ｑ 0.0050 0.0096 0.0177 （ｍ
3
/秒）

40.740

40.700

堰　幅（ｍ） B 0.4 ｍ

堰頂高（ｍ） H 40.700 ｍ

HO 40.340 40.370 40.440

h 0.036 0.055 0.083  h = (q/1.84*B)
2/3

0.036 0.055 0.083

Σh 0.04 0.06 0.09  cm単位に切上げ

Ｈ 40.740 40.760 40.790

施 設 名

項 目 備　考　欄

流 量

堰 数

単 位 流 量

形 状 寸 法

 下 流 側 水 位 （ｍ）

 越　流　水　深 （ｍ）

全 損 失 水 頭

 上 流 側 水 位（ｍ）
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(12/12)

 　　　　　 沈砂池ポンプ室　導水路

記 号 Ｑ(DM) Ｑ(HM) Ｑ(WW)

Ｑ 0.0150 0.0289 （ｍ
3
/秒）

Ｎ 1 1

q=

Q/N 0.0150 0.0289 （ｍ
3
/秒）

粗度係数 ｎ 0.013

水路幅 Ｂ 0.70 ｍ

流　速 Ｖ 0.45 ｍ/秒

延長 Ｌ 10.0 ｍ

HO 33.850 33.850

H1 33.950 33.950  V = q/AW

h 0.129 0.243

Ｖ
2
/2g 0.0103 0.0103

I 0.798 0.456

hf 0.008 0.005 hf = I×L

 f = 0.50

hi 0.010 0.010  n = 2

 f = 1.00

ho 0.021 0.021  n = 2

 f = 0.00

hb 0.000 0.000  n = 0

he1 0.300 0.300

he2 0.100 0.100

0.439 0.436

Σｈ 0.44 0.44  cm単位に切上げ

Ｈ 34.290 34.290

形 状 寸 法

 下流側水位（ｍ）

 導水路底高（ｍ）

施 設 名

　摩擦損失  (ｍ)

 　流入損失  (ｍ)

破砕機の損失

スクリーン損失

項 目 備　考　欄

流 量

水 路 数

 水　深（ｍ）

 速 度 水 頭（ｍ）

 曲がり損失(ｍ)

　流出損失  (ｍ)

  全損失水頭

 動水勾配（ﾊﾟｰﾐﾘ）  

単 位 流 量

 上 流 側 水 位（ｍ）
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４．使 用 公 式 一 覧 表

公　　　　　　　式 適　用　対　象

(1)マニング
V =     ･ I1/2 ･ R2/3   鉄筋コンクリート製管渠

n = 0.013
V:平均流速(ｍ/秒)
n:粗度係数 　塩ビ製管渠
I:水面勾配又は動水勾配 n = 0.010
R:径    深(ｍ)

(2)ダルシー・
ワイズバッハ hf =  f ･    ･

f:摩擦損失係数 　鋳鉄管、鋼管、塩ビ管等の
 鋳鉄管f＝0.024 　圧力管
 鋼　管f＝0.02
 塩ビ管f＝0.018

L:直管の延長(ｍ)
D:直管の直径(ｍ)

(3)フランシス

　全幅堰
完全越流

　　　　Q　　　　 h

1.84 ･ ｈ2/3

L:堰　長(ｍ)

Q:越流量(ｍ
3
/秒)

h : 越流水深 (ｍ)

(4)トムソン   Q = 1.42 ･ h
5/2

　直角三角堰
h:越流水深(m) （沈澱池ウェアプレート）

H 

  公式の名称

L =

1
n

L
D

V 
2g

2
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公　　　　　　　式 適　用　対　象
下流端が自由落下の場合

(5)ﾄｰﾏｽ･ｶﾝﾌﾞ ho = √3 ･ hcι
下流端が自由落下でない場合

 2･hcι3

   hι

ho:トラフ上流端水深(ｍ)
hcι:限界水深(ｍ)
hι:トラフ下流端水深(ｍ)

   α･Q2   沈澱池流出トラフ

    g･B2

α:流速分布による
   運動量補正係数( = 1 )

Q:下流端総流量(ｍ
3
/秒)

B:トラフの幅(ｍ)

注）トラフの底勾配はレベルとする。

(６)形状損失 　　V2

　　2g

f:形状損失係数

fの値
流出・合流 1.0
屈折 ( 90ﾟ) 1.0

(180ﾟ) 3.0
曲り ( 45ﾟ) 0.13

( 90ﾟ) 0.20
流  入 0.5

  公式の名称

h =

 + hcι2ho =

hcι= 3

V

2g

2

f
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１０－２．維持管理方針の検討 

１．下水道整備・維持管理状況 

  美馬市穴吹町の穴吹処理区は、平成 9 年度に事業認可を受け、穴吹浄化センタ

ーを平成 19 年度に供用開始し、現在に至るまで特定環境保全公共下水道事業とし

て事業認可区域 95ha を整備してきた。現在の下水道事業の概要は以下のとおりで

ある。 

 
表 10.1 美馬市下水道事業の概要 

(1,200m
3
/日×1池) (1,200m

3
/日×1池)

1,200 1,200

下水道収集システム

マンホールポンプ 宅内 （基）

供用年月日

名称

管路施設

主要な管渠

総延長

合流 (m)

合流

処理場施設

名称

供用年月日

水処理方式

処理能力 (m3/日)

ポンプ場施設

マンホールポンプ 公道 （基）

(m)

(m)汚水

(m)

現　在

平成28年度

95

93

97.9

30,183

2,673

目標年次 平成47年度

A

E

C=B/A

B

(ha)

(ha)

(%)

(人)

計画面積

D

1,630

9.8

65.2

1,444

9.3

55.5

事業計画全体計画

100.0 100.0

2,500 2,600

25,500

2,500

95 95

27,800

2,600

95

平成36年度

95

I=G/F

H=F/D

(m)

雨水

(m)

雨水

汚水

(%)

項　　　　　目

人口

面積

計画区域内人口

水洗化人口

処理区域内人口

水洗化率

下水道普及率

(人)

(%)

G

F

(人)

行政区域内人口

整備率

処理区域面積

2,673

1,155

8.8

43.2

(1,200m
3
/日×1池)

1,200

35,370

0

0

5,680

0

0

20

6

穴吹中継ポンプ場

平成19年4月1日

真　空　式

穴吹浄化センター

平成16年3月1日

オキシデーションディッチ法

(人)
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表 10.2 施設の設置に関する方針 

主要な政策 

（事業計画基づ

き今後実施する

予定の事業に関

するものを記載） 

整備水準 

事業の 

重点化・ 

効率化 

の方針 

中期目標を 

達成する 

ための 

主要な事業 

備考 指標等 

 

現在      

(平成 28 年度末) 

中間目標 

(平成 36 年度末) 

長期目標 

(平成 47 年度末) 

汚水処理 

 

 

下水道 

処理人口

普及率 
8.8％ 9.3％ 9.8％ 

下水道区域内の

整備が完了して

いるため、普及

率向上に向けて

接続率をあげて

いく。 

特定環境保

全公共下水

道事業 

 

浸水対策 

 

 

― ― ― ― ― ―  

高度処理 

 

 

― ― ― ― ― ―  

合流式 

下水道の 

改善 

― ― ― ― ― ―  

汚泥の 

再生利用 

 

資源とし

て有効利

用された

割合 
75.5％ 86.6％ 88.1％ 

発 生 し た汚 泥

は、民間の埋立

て処分場へ 24t

を搬入し、それ

以外の汚泥を下

水汚泥肥料とし

て資源の有効活

用を図る。 

―  

その他 

処理水の 

有効利用 

 

処理水 

再利用 
― ― ― ― ―  
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２．汚水管きょ点検の基本方針 

（1）維持管理上の施設分類 
  下水道施設において改築の必要性を判断するためには、事前に下水道施設の点

検･調査を実施する必要がある。 

  本計画においては下水道施設の特性や布設状況により、点･線･面の 3つの施設

分類を以下のように設定し、それぞれの分類の点検･調査優先度を定め、効果的な

維持管理方針を策定する。 

 

表 10.3 維持管理上の施設分類 

施設分類 対象施設 概   要 

点的施設 
圧送管の吐出先

コンクリート管 

異常･劣化の発生する可能性が高く、定期的に維持管理

が必要な施設や、異常時に社会的影響が大きい施設 

線的施設 幹線 
機能上重要な施設や、異常･劣化が線的に進行する可能

性のある施設 

面的施設 その他の施設 
広範囲に布設されている下水道施設を面的に捉えて維

持管理していくことが効率的と考えられる施設 

 

（2）管理方法の選定 

  管理方法には、大きく予防保全と事後保全がある。 

1) 予防保全 

施設・設備の寿命を予測し、異常や故障に至る前に対策を実施する管理方

法で、状態監視保全と時間計画保全がある。 

・ 状態監視保全…施設・設備の劣化状況や動作状況の確認を行い、その状態

に応じて対策を行う管理方法 

・ 時間計画保全…施設・設備の特性に応じて予め定めた周期（目標耐用年数

等）により、対策を行う管理方法 

  2) 事後保全 

施設・設備の異常の兆候（機能低下等）や故障の発生後に対策を行う管理

方法 

 

（3）点検・調査の計画 

 1）義務化された点検箇所の抽出方法（腐食のおそれが大きい箇所） 
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表 10.4 腐食のおそれが大きい箇所の抽出 

番号 箇 所 材 質 頻 度 施設の有無 

1 圧送管吐出し先 

コンクリート 5 年に 1回以上 

有 

2 落差・段差が大きい箇所 無 

3 伏越し下流部 無 

 

マンホールポンプ 20 箇所の圧送管吐出先が主要な管きょ（幹線）となるマン

ホール等を点検対象とする。また、ポンプの運転頻度も考慮して抽出する。 

 

 2）基本的な点検・調査方針 

表 10.5 基本的な管理方法 

分 類 管理方法 備 考 

本 管 状態監視保全  

マンホール 状態監視保全  

マンホールふた 状態監視保全  

取付管 事後保全  

汚水桝 事後保全  

 

主要な管路施設のうち、腐食のおそれの大きい箇所の管渠、マンホール（ふ

たを含む）を対象に、5 年に 1 度の点検を実施。また、点検で異状が確認され

た場合、目視・テレビカメラ等による詳細調査を実施。 

その他の主要な管路施設の管渠、マンホール（ふたを含む）については、10

年～20 年に 1度の点検を実施。点検で異状が確認された場合、テレビカメラ等

による詳細調査を実施。 

 

（4）修繕・改築の判断基準 

主要な管路施設を対象に、緊急度ⅠまたはⅡに該当する施設を修繕・改築対

象とする。 
表 10.6 緊急度の判定基準 

項 目 措置の方法 備 考 

緊急度Ⅰ 速やかに措置の必要な場合 
 

 

緊急度Ⅱ 
簡易な対応により必要な措置を 5年未

満まで延長できる場合 
 

緊急度Ⅲ 
簡易な対応により必要な措置を 5年以

上に延長できる場合 
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（5）管路施設の概要 

管路施設の建設年度は、平成 11 年度～平成 26 年度であり、管路施設の総延

長が 35.37km となる。 

 

表 10.7 管路施設延長集計表（管種別） 

小計(ｍ) 小計(ｍ) 小計(ｍ) 小計(ｍ) 小計(ｍ) 小計(ｍ) 小計(ｍ)

平成11年 1999 18 211.20 1,751.10 28.00 0.00 0.00 0.00 9.30 1,999.60

平成12年 2000 17 0.00 1,285.00 0.00 0.00 85.10 59.00 0.00 1,429.10

平成13年 2001 16 0.00 3,725.10 143.50 0.00 0.00 0.00 0.00 3,868.60

平成14年 2002 15 0.00 2,630.10 66.50 0.00 0.00 0.00 0.00 2,696.60

平成15年 2003 14 0.00 2,082.40 33.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,115.40

平成16年 2004 13 0.00 1,058.37 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,058.37

平成17年 2005 12 79.90 892.90 59.20 0.00 0.00 0.00 0.00 1,032.00

平成18年 2006 11 0.00 1,569.58 195.60 1,297.20 0.00 0.00 0.00 3,062.38

平成19年 2007 10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成20年 2008 9 0.00 2,125.70 582.20 930.60 0.00 20.00 10.80 3,669.30

平成21年 2009 8 0.00 1,355.00 539.60 0.00 0.00 0.00 71.30 1,965.90

平成22年 2010 7 0.00 2,812.50 482.35 0.00 0.00 0.00 0.00 3,294.85

平成23年 2011 6 0.00 3,584.10 235.30 0.00 0.00 0.00 0.00 3,819.40

平成24年 2012 5 0.00 4,479.10 85.90 0.00 0.00 0.00 0.00 4,565.00

平成25年 2013 4 0.00 549.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 549.60

平成26年 2014 3 0.00 244.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 244.35

平成27年 2015 2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成28年 2016 1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成29年 2017 0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

291.10 30,144.90 2,451.15 2,227.80 85.10 79.00 91.40 35,370.45

（DCIP）

合　計

ポリエチレン管 強プラ管 ダクタイル鋳鉄管 不明管

計
(ｍ)

（HP） （VU,VU-RR,VM,PRP）（VP,VP-RR,HIVP） （PE,WEET） （FRPM）
施工年

（和暦）
施工年

（西暦）
経過
年数

ヒューム管 塩ビ管 塩ビ管
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（6）改築事業量の予測 

既存施設については、管路施設の標準耐用年数 50 年と目標耐用年数 75 年で

の改築を検討する。 

改事業費については、「流域別下水道整備総合計画調査 指針と解説 参考

資料 平成 27 年 10 月 国土交通省水管理・国土保全局下水道部」P123 の費用

関数を用いる。 

 

表 10.8 汚水管きょ改築事業費一覧表 

管渠分類 標準耐用年数 目標耐用年数 適用口径 建設事業費 改築事業費 

主要な管渠 50 年 75 年 250mm 10.9 万円/ｍ 10.9 万円/ｍ 

面整備管渠 50 年 75 年 150mm 10.3 万円/ｍ 10.3 万円/ｍ 
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 点検調査箇所図(1/2)  
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 点検調査箇所図(2/2)  
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３．汚水ポンプ場維持管理方式の検討 

（1）点検・調査の計画 
汚水ポンプ場の維持管理方針としては、以下のとおりとする。 

表 10.10 汚水ポンプ場維持管理方針一覧表 

ポンプ場分類 種 別 点検・調査の計画 

マンホールポンプ 

ポンプ井 
年に 1 度の定期点検を実施し、腐食状況

を確認する。 

機 械 
ポンプの引き上げ調査を毎年実施し、修

繕・改築の必要性を検討する。 
電 気 時間計画保全とする。 

真空ポンプ場 

土 木 状態監視保全とする。 
建 築 状態監視保全とする。 

機 械 
真空ポンプ、圧送ポンプ、真空弁ユニット

等の定期点検を毎年実施し、修繕・改築の

必要性を検討する。 
電 気 時間計画保全とする。 

 

（2）修繕・改築の判断基準 
  ストックマネジメント計画策定後の点検調査による健全度 2以下に該当する設
備を修繕・改築対象とする。 

表 10.11 健全度の判定基準（設備単位） 

健全度 措置の方法 備 考 
5 措置は不要  
4 措置は不要 消耗部品交換等  
3 長寿命化対策や修繕により機能回復する  
2 精密調査や設備の更新等大きな措置が必要  
1 ただちに設備更新が必要  

 
 

（3）汚水ポンプ場の概要 

マンホールポンプの建設年度と基数は、平成 15 年度に 8基、平成 20 年度に 12

基となる。 

真空ポンプ場の建設年度は、平成 19 年度である。 
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表 10.12 汚水ポンプ場施設概要 

下水道収集システム

マンホールポンプ 宅内 （基）

供用年月日

名称ポンプ場施設

マンホールポンプ 公道 （基）

現　在

平成28年度

95

95

100.0

30,183

2,673

目標年次 平成47年度

A

E

C=B/A

B

(ha)

(ha)

(%)

(人)

計画面積

D

1,500

9.0

65.2

1,413

9.0

56.0

事業計画全体計画

100.0 100.0

2,300 2,524

25,500

2,300

95 95

27,800

2,524

95

平成36年度

95

I=G/F

H=F/D (%)

項　　　　　目

人口

面積

計画区域内人口

水洗化人口

処理区域内人口

水洗化率

下水道普及率

(人)

(%)

G

F

(人)

行政区域内人口

整備率

処理区域面積

2,673

1,155

8.8

43.2

20

6

穴吹中継ポンプ場

平成19年4月1日

真　空　式

(人)

 
 

（4）改築事業量の予測 

既存施設については、土木・建築施設の標準耐用年数 50 年と目標耐用年数 75

年機械・電気施設の標準耐用年数 15 年と目標耐用年数 23 年で改築を検討する。 

  改築事業費については、「持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想

策定マニュアル 平成 26 年 1 月」P27、「美馬市特定環境保全公共下水道事業計画

（穴吹処理区）変更認可申請書 平成 16 年度 徳島県美馬市」P62 の概算事業費

を用いる。 

 

表 10.13 汚水ポンプ場改築事業費一覧表 

ポンプ場分類 種 別 
標準 

耐用年数 

目標 

耐用年数 
建設事業費 改築事業費 

マンホール 

ポンプ 

ポンプ井 50 年 75 年 ― 管渠に含む 

機械・電気 15 年 23 年 920 万円/基 900 万円/基 

真空ポンプ場 
土木・建築 50 年 75 年 2,850 万円/式 2,800 万円/式 

機械・電気 15 年 23 年 7,100 万円/式 7,100 万円/式 
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４．穴吹浄化センター維持管理方式の検討 
（1）点検・調査の計画 

穴吹浄化センターの維持管理方針としては、以下のとおりとする。 

 

表 10.14 汚水終末処理場維持管理方針一覧表 

ポンプ場分類 種 別 点検・調査の計画 

穴吹浄化センター 

土 木 状態監視保全とする。 

建 築 状態監視保全とする。 

機 械 

ポンプ、エアレーション装置等の定期点検

を毎年実施し、修繕・改築の必要性を検討

する。 

電 気 時間計画保全とする。 

水処理施設 

概ね標準耐用年数（15年）を目途に点検・

調査を実施し、修繕・改築の必要性を検討

する。 

汚泥処理施設 

概ね標準耐用年数（15年）を目途に点検・

調査を実施し、修繕・改築の必要性を検討

する。 

 

（2）修繕・改築の判断基準 
  穴吹浄化センターの修繕・改築の判断基準は、以下のとおりとする。 

表 10.15 修繕・改築の判断基準 

主要な施設 修繕・改築の判断基準 

水処理施設 

（機械式ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置） 

ストックマネジメント計画策定後の点検調査による健全度 2

以下に該当する設備を修繕・改築対象とする。 

汚泥処理施設 

（汚泥脱水機） 

ストックマネジメント計画策定後の点検調査による健全度 2

以下に該当する設備を修繕・改築対象とする。 
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（3）穴吹浄化センターの概要 

  穴吹浄化センターの建設年度は、平成 16 年度である。 

表 10.16 穴吹浄化センター施設概要 

(1,200m
3
/日×1池) (1,200m

3
/日×1池)

1,200 1,200

処理場施設

名称

供用年月日

水処理方式

処理能力 (m3/日)

現　在

平成28年度

95

95

100.0

30,183

2,673

目標年次 平成47年度

A

E

C=B/A

B

(ha)

(ha)

(%)

(人)

計画面積

D

1,500

9.0

65.2

1,413

9.0

56.0

事業計画全体計画

100.0 100.0

2,300 2,524

25,500

2,300

95 95

27,800

2,524

95

平成36年度

95

I=G/F

H=F/D (%)

項　　　　　目

人口

面積

計画区域内人口

水洗化人口

処理区域内人口

水洗化率

下水道普及率

(人)

(%)

G

F

(人)

行政区域内人口

整備率

処理区域面積

2,673

1,155

8.8

43.2

(1,200m
3
/日×1池)

1,200

穴吹浄化センター

平成16年3月1日

オキシデーションディッチ法

(人)

 

 

（4）改築事業量の予測 

既存施設については、土木・建築施設の標準耐用年数 50 年と目標耐用年数 75

年、機械・電気施設の標準耐用年数 15 年と目標耐用年数 23 年で改築を検討する。 

  改築事業費については、「美馬市特定環境保全公共下水道事業計画（穴吹処理

区）変更認可申請書 平成 16 年度 徳島県美馬市」P62 および工事実績より概算

事業費を算定する。 

表 10.17 汚水終末処理場改築事業費一覧表 

処理場分類 種 別 
標準 

耐用年数 

目標 

耐用年数 
建設事業費 改築事業費 

穴吹浄化 

センター 

土木・建築 50 年 75 年 
51,099 万円 

/式 

51,000万円

/式 

機械・電気 15 年 23 年 
48,608 万円 

/式 

48,600万円

/式 
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計画汚水流入量の算定（穴吹浄化センター）

（１）年度別整備面積

年度別整備面積　（ha）

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

穴吹 単年 8.00 39.50 0.000 4.50 6.80 4.60 5.50 23.40 0.60 0.10 0.00 0.00 2.00

処理区 累計 8.00 47.50 47.50 52.00 58.80 63.40 68.90 92.30 92.90 93.00 93.00 93.00 93.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00

（２）整備人口

計画区域内人口　(人)

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,657 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

計 0 1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,657 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

年度別人口密度

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

計画区域内人口 (人) 1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,657 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

処理区面積（ha） 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

人口密度 (人/ha) 27.97 27.80 27.63 27.47 27.39 27.31 27.22 27.14 27.05 26.97 26.88 26.80 26.72 26.63 26.57 26.51 26.44 26.38 26.32

整備区域内人口（人） H28までは実績値

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,601 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

計 0 1,578 1,534 1,576 1,890 2,245 2,351 2,681 2,708 2,709 2,687 2,673 2,601 2,641 2,625 2,610 2,602 2,594 2,586 2,578 2,570 2,562 2,554 2,546 2,538 2,530 2,524 2,518 2,512 2,506 2,500

（３）水洗化人口

年度別水洗化人口 H28までは実績値  水洗化率推計式 y = 20.983 Ln(x) + -6.883

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

経 過 年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水洗化率（％） 3.0 12.1 16.1 31.0 27.6 31.8 41.4 42.5 43.6 44.5 43.2 46.9 48.5 49.9 51.3 52.6 53.8 54.9 56.0 57.0 58.0 58.9 59.8 60.7 61.5 62.3 63.0 63.8 64.5 65.2

48 185 254 586 619 748 1,109 1,152 1,181 1,195 1,155 1,220 1,281 1,310 1,339 1,369 1,396 1,420 1,444 1,465 1,486 1,504 1,523 1,541 1,556 1,572 1,586 1,603 1,616 1,630

（４）汚水量原単位

全計H47 事業計画H36

穴吹 2,500 2,600

380 950 988

520 1,300 1,352

990 2,475 2,574

（5）年度別計画流入汚水量（日最大汚水量）

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

計画汚水量 0 821 798 820 983 1,167 1,223 1,394 1,408 1,409 1,397 1,390 1,353 1,373 1,365 1,357 1,353 1,349 1,345 1,341 1,336 1,332 1,328 1,324 1,320 1,316 1,312 1,309 1,306 1,303 1,300

穴吹

処理区

(m3/日) 計 0 821 798 820 983 1,167 1,223 1,394 1,408 1,409 1,397 1,390 1,353 1,373 1,365 1,357 1,353 1,349 1,345 1,341 1,336 1,332 1,328 1,324 1,320 1,316 1,312 1,309 1,306 1,303 1,300

（6）接続率を考慮した年度別流入汚水量（日最大汚水量）

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47

計画汚水量 0 25 96 132 305 322 389 577 599 614 621 601 634 666 681 696 712 726 738 751 762 773 782 792 801 809 817 825 834 840 848

穴吹

処理区

(m3/日) 計 0 25 96 132 305 322 389 577 599 614 621 601 634 666 681 696 712 726 738 751 762 773 782 792 801 809 817 825 834 840 848

過年度実績(日最大 m3/日) 105 142 131 160 217 238 264 342 388 392 421

2,188 768 516 273 351 318 238 297 329 328 365実績汚水量原単位（ｌ/人日）

H29 事業計画 事業計画目標年次 全体計画目標年次

時間最大 (m3/日)

計画汚水量

計画水量

穴吹処理区

穴吹処理区

水洗化人口（人）

種　別
汚水量原単位

日 平 均 (l/人日)

日 最 大 (l/人日)

時間最大 (l/人日)

日 平 均 (m3/日)

日 最 大 (m3/日)

穴吹浄化センター流入水量予測
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５．主要な施設の設置及び機能維持に関する中長期的な方針 

 
（1）改築事業の概要（平成 30 年度～平成 36 年度） 

主要な施設 改築事業の概要 

管渠施設 ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

汚水ポンプ 
（ポンプ本体） ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

水処理施設 

（機械式ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置） 
ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

汚泥処理施設 

（汚泥脱水機） 
ストックマネジメント計画策定後、改築事業を今後明確にする。 

 
（2）施設の長期的な改築の需要見通し 

改築の需要見通し 

年当たりの概ねの 

事業規模の試算 

試算の対象時期 試算の前提条件 

年当たり概ね 35百万円 概ね 100 年後 

土木・建築は目標耐用年数 75 年

で改築 

ポンプ・処理施設の設備は目標

耐用年数 23 年で改築 
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第1章 自らの課題把握のための長期的な改築の需要見通し 【「ＳＭガイドライン 1.2.1」参照】

1-1 管路施設

基準年度：平成29年度（2017年）

1-2 ポンプ場・処理場施設

1-3 全体

改築総額（評価期間 年間）

（単位：百万円）

100

年当たり事業費処理場施設 計

標準耐用年数で改築 7 6,235 6,242

項目 管路施設

62

整備済みの全ての管渠を標準耐用年数50年で改築するものとして、改築の需要を見通した。
改築の需要見通しは、国土交通省水管理・国土保全局下水道部のHPに公表されている「下水道事業中長期改築事業量調査算定支援ツー
ル」（http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000135.html）を活用した。
なお、改築単価は、本市の下水道管渠の代表口径といえる200mmの建設費100千円/mとし、流総指針に示されている費用関数を用いて
算出した。

整備済みの機械・電気設備及び土木・建築施設を標準耐用年数で改築するものとして、改築の需要を見通した。改築の需要見通しは、国土
交通省水管理・国土保全局下水道部のHPに公表されている「下水道事業中長期改築事業量調査算定支援ツール」
（http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000135.html）を活用した。
標準耐用年数は、機械・電気設備15年、土木・建築施設50年とした。また、実際の工事期間を踏まえ、機械・電気設備は2ヶ年、土木・
建築施設は3ヶ年を施工期間として設定した。
なお、改築の需要見通しは、流総指針に示されている建設費に係る費用関数を用いて算出した。

管路施設及び処理場施設の改築の需要見通しの結果から、下水道施設全体の改築の需要を見通した。
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管路施設 処理場・ポンプ場施設 ポンプ場施設

標準耐用年数50年で改築 標準耐用年数で改築 標準耐用年数で改築

0 2017 0.0 0.0 0 2017 0 0 0 2017 0 0 0

1 2018 0.0 0.0 1 2018 0 72 72 1 2018 72 0 72

2 2019 0.0 0.0 2 2019 486 0 486 2 2019 0 0 0

3 2020 0.0 0.0 3 2020 0 0 3 2020 0 0 0

4 2021 0.0 0.0 4 2021 0 0 4 2021 0 0 0

5 2022 0.0 0.0 5 2022 0 71 71 5 2022 0 71 71

6 2023 0.0 0.0 6 2023 0 108 108 6 2023 108 0 108

7 2024 0.0 0.0 7 2024 0 0 7 2024 0 0 0

8 2025 0.0 0.0 8 2025 0 0 8 2025 0 0 0

9 2026 0.0 0.0 9 2026 0 0 9 2026 0 0 0

10 2027 0.0 0.0 10 2027 0 0 10 2027 0 0 0

11 2028 0.0 0.0 11 2028 0 0 11 2028 0 0 0

12 2029 0.0 0.0 12 2029 0 0 12 2029 0 0 0

13 2030 0.0 0.0 13 2030 0 0 13 2030 0 0 0

14 2031 0.0 0.0 14 2031 0 0 14 2031 0 0 0

15 2032 0.0 0.0 15 2032 0 0 15 2032 0 0 0

16 2033 0.0 0.0 16 2033 0 72 72 16 2033 72 0 72

17 2034 0.0 0.0 17 2034 486 0 486 17 2034 0 0 0

18 2035 0.0 0.0 18 2035 0 0 18 2035 0 0 0

19 2036 0.0 0.0 19 2036 0 0 19 2036 0 0 0

20 2037 0.0 0.0 20 2037 0 71 71 20 2037 0 71 71

21 2038 0.0 0.0 21 2038 0 108 108 21 2038 108 0 108

22 2039 0.0 0.0 22 2039 0 0 22 2039 0 0 0

23 2040 0.0 0.0 23 2040 0 0 23 2040 0 0 0

24 2041 0.0 0.0 24 2041 0 0 24 2041 0 0 0

25 2042 0.0 0.0 25 2042 0 0 25 2042 0 0 0

26 2043 0.0 0.0 26 2043 0 0 26 2043 0 0 0

27 2044 0.0 0.0 27 2044 0 0 27 2044 0 0 0

28 2045 0.0 0.0 28 2045 0 0 28 2045 0 0 0

29 2046 0.0 0.0 29 2046 0 0 29 2046 0 0 0

30 2047 0.0 0.0 30 2047 0 0 30 2047 0 0 0

31 2048 0.0 0.0 31 2048 0 72 72 31 2048 72 0 72

32 2049 2.0 0.2 32 2049 486 0 486 32 2049 0 0 0

33 2050 1.4 0.1 33 2050 0 0 33 2050 0 0 0

34 2051 3.9 0.4 34 2051 0 0 34 2051 0 0 0

35 2052 2.7 0.3 35 2052 0 71 71 35 2052 0 71 71

36 2053 2.1 0.2 36 2053 0 108 108 36 2053 108 0 108

37 2054 1.1 0.1 37 2054 510 0 510 37 2054 0 0 0

38 2055 1.0 0.1 38 2055 0 0 38 2055 0 0 0

39 2056 3.1 0.3 39 2056 0 0 39 2056 0 0 0

40 2057 0.0 0.0 40 2057 0 28 28 40 2057 0 28 28

41 2058 3.7 0.4 41 2058 0 0 41 2058 0 0 0

42 2059 2.0 0.2 42 2059 0 0 42 2059 0 0 0

43 2060 3.3 0.3 43 2060 0 0 43 2060 0 0 0

44 2061 3.8 0.4 44 2061 0 0 44 2061 0 0 0

45 2062 4.6 0.5 45 2062 0 0 45 2062 0 0 0

46 2063 0.5 0.1 46 2063 0 72 72 46 2063 72 0 72

47 2064 0.2 0.0 47 2064 486 0 486 47 2064 0 0 0

48 2065 0.0 0.0 48 2065 0 0 48 2065 0 0 0

49 2066 0.0 0.0 49 2066 0 0 49 2066 0 0 0

50 2067 0.0 0.0 50 2067 0 71 71 50 2067 0 71 71

51 2068 0.0 0.0 51 2068 0 108 108 51 2068 108 0 108

52 2069 0.0 0.0 52 2069 0 0 52 2069 0 0 0

53 2070 0.0 0.0 53 2070 0 0 53 2070 0 0 0

54 2071 0.0 0.0 54 2071 0 0 54 2071 0 0 0

55 2072 0.0 0.0 55 2072 0 0 55 2072 0 0 0

56 2073 0.0 0.0 56 2073 0 0 56 2073 0 0 0

57 2074 0.0 0.0 57 2074 0 0 57 2074 0 0 0

58 2075 0.0 0.0 58 2075 0 0 58 2075 0 0 0

59 2076 0.0 0.0 59 2076 0 0 59 2076 0 0 0

60 2077 0.0 0.0 60 2077 0 0 60 2077 0 0 0

61 2078 0.0 0.0 61 2078 0 72 72 61 2078 72 0 72

62 2079 0.0 0.0 62 2079 486 0 486 62 2079 0 0 0

63 2080 0.0 0.0 63 2080 0 0 63 2080 0 0 0

64 2081 0.0 0.0 64 2081 0 0 64 2081 0 0 0

65 2082 0.0 0.0 65 2082 0 71 71 65 2082 0 71 71

66 2083 0.0 0.0 66 2083 0 108 108 66 2083 108 0 108

67 2084 0.0 0.0 67 2084 0 0 67 2084 0 0 0

68 2085 0.0 0.0 68 2085 0 0 68 2085 0 0 0

69 2086 0.0 0.0 69 2086 0 0 69 2086 0 0 0

70 2087 0.0 0.0 70 2087 0 0 70 2087 0 0 0

改築事業費（百万円）

ＭＰ ポンプ場 計
年度

計ポンプ場処理場

改築事業費（百万円）

経過年数 経過年数年度 経過年数 年度
改築延長

(km)

改築
事業費
(百万円)
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71 2088 0.0 0.0 71 2088 0 0 71 2088 0 0 0

72 2089 0.0 0.0 72 2089 0 0 72 2089 0 0 0

73 2090 0.0 0.0 73 2090 0 0 73 2090 0 0 0

74 2091 0.0 0.0 74 2091 0 0 74 2091 0 0 0

75 2092 0.0 0.0 75 2092 0 0 75 2092 0 0 0

76 2093 0.0 0.0 76 2093 0 72 72 76 2093 72 0 72

77 2094 0.0 0.0 77 2094 486 0 486 77 2094 0 0 0

78 2095 0.0 0.0 78 2095 0 0 78 2095 0 0 0

79 2096 0.0 0.0 79 2096 0 0 79 2096 0 0 0

80 2097 0.0 0.0 80 2097 0 71 71 80 2097 0 71 71

81 2098 0.0 0.0 81 2098 0 108 108 81 2098 108 0 108

82 2099 2.0 0.2 82 2099 0 0 82 2099 0 0 0

83 2100 1.4 0.1 83 2100 0 0 83 2100 0 0 0

84 2101 3.9 0.4 84 2101 0 0 84 2101 0 0 0

85 2102 2.7 0.3 85 2102 0 0 85 2102 0 0 0

86 2103 2.1 0.2 86 2103 0 0 86 2103 0 0 0

87 2104 1.1 0.1 87 2104 510 0 510 87 2104 0 0 0

88 2105 1.0 0.1 88 2105 0 0 88 2105 0 0 0

89 2106 3.1 0.3 89 2106 0 0 89 2106 0 0 0

90 2107 0.0 0.0 90 2107 0 28 28 90 2107 0 28 28

91 2108 3.7 0.4 91 2108 0 72 72 91 2108 72 0 72

92 2109 2.0 0.2 92 2109 486 0 486 92 2109 0 0 0

93 2110 3.3 0.3 93 2110 0 0 93 2110 0 0 0

94 2111 3.8 0.4 94 2111 0 0 94 2111 0 0 0

95 2112 4.6 0.5 95 2112 0 71 71 95 2112 0 71 71

96 2113 0.5 0.1 96 2113 0 108 108 96 2113 108 0 108

97 2114 0.2 0.0 97 2114 0 0 97 2114 0 0 0

98 2115 0.0 0.0 98 2115 0 0 98 2115 0 0 0

99 2116 0.0 0.0 99 2116 0 0 99 2116 0 0 0

100 2117 0.0 0.0 100 2117 0 0 100 2117 0 0 0

合　計  7.2 合　計 4422 1813 6235 合　計 1260 553 1813

管路施設 km 百万円 処理場・ポンプ場 百万円 百万円 百万円 ポンプ場 百万円 百万円 百万円 
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第4章 長期的な改築事業のシナリオ設定 【「ＳＭガイドライン 2.2.2、2.3.2」参照】

4-1 管路施設

4-2 ポンプ場・処理場施設

4-3 全体

改築総額（評価期間 年間）

（単位：百万円）

整備済みの処理場施設に対し、目標耐用年数で改築するシナリオを、長期的な改築事業のシナリオとして設定した。
目標耐用年数は、標準耐用年数の1.5倍とし、土木・建築施設を75年、機械・電気設備を23年に設定した。
なお、長期的な改築事業費の算定は、第1章の長期的な改築需要の見通しと同様の方法にて行った。

整備済みの全ての管渠に対し、目標耐用年数で改築するシナリオを、長期的な改築事業のシナリオとして設定した。
目標耐用年数は、標準耐用年数の1.5倍となる75年に設定した。
なお、長期的な改築事業費の算定は、第1章の長期的な改築需要の見通しと同様の方法にて行った。

管路施設及び処理場施設の長期的な改築事業のシナリオ設定の結果から、下水道施設全体の長期的な改築事業のシナリオを設定した。その
結果、評価期間100年において約28億円、年平均で約28百万円のコスト縮減効果が期待できる。

目標耐用年数で改築

2,749 2,753 28

4 3,486 3,490 35

コスト縮減額 4

100

項目 管路施設 処理場施設 計 年当たり事業費

標準耐用年数で改築 7 6,235 6,242 62
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管路施設 処理場・ポンプ場施設 ポンプ場施設

目標耐用年数で改築 目標耐用年数で改築 目標耐用年数で改築

0 2017 0.0 0.0 0 2017 0 0 0 2017 0 0 0

1 2018 0.0 0.0 1 2018 0 0 1 2018 0 0 0

2 2019 0.0 0.0 2 2019 0 0 2 2019 0 0 0

3 2020 0.0 0.0 3 2020 0 0 3 2020 0 0 0

4 2021 0.0 0.0 4 2021 0 0 4 2021 0 0 0

5 2022 0.0 0.0 5 2022 0 0 5 2022 0 0 0

6 2023 0.0 0.0 6 2023 0 0 6 2023 0 0 0

7 2024 0.0 0.0 7 2024 0 0 7 2024 0 0 0

8 2025 0.0 0.0 8 2025 0 0 8 2025 0 0 0

9 2026 0.0 0.0 9 2026 0 72 72 9 2026 72 0 72

10 2027 0.0 0.0 10 2027 486 0 486 10 2027 0 0 0

11 2028 0.0 0.0 11 2028 0 0 11 2028 0 0 0

12 2029 0.0 0.0 12 2029 0 0 12 2029 0 0 0

13 2030 0.0 0.0 13 2030 0 71 71 13 2030 0 71 71

14 2031 0.0 0.0 14 2031 0 108 108 14 2031 108 0 108

15 2032 0.0 0.0 15 2032 0 0 15 2032 0 0 0

16 2033 0.0 0.0 16 2033 0 0 16 2033 0 0 0

17 2034 0.0 0.0 17 2034 0 0 17 2034 0 0 0

18 2035 0.0 0.0 18 2035 0 0 18 2035 0 0 0

19 2036 0.0 0.0 19 2036 0 0 19 2036 0 0 0

20 2037 0.0 0.0 20 2037 0 0 20 2037 0 0 0

21 2038 0.0 0.0 21 2038 0 0 21 2038 0 0 0

22 2039 0.0 0.0 22 2039 0 0 22 2039 0 0 0

23 2040 0.0 0.0 23 2040 0 0 23 2040 0 0 0

24 2041 0.0 0.0 24 2041 0 0 24 2041 0 0 0

25 2042 0.0 0.0 25 2042 0 0 25 2042 0 0 0

26 2043 0.0 0.0 26 2043 0 0 26 2043 0 0 0

27 2044 0.0 0.0 27 2044 0 0 27 2044 0 0 0

28 2045 0.0 0.0 28 2045 0 0 28 2045 0 0 0

29 2046 0.0 0.0 29 2046 0 0 29 2046 0 0 0

30 2047 0.0 0.0 30 2047 0 0 30 2047 0 0 0

31 2048 0.0 0.0 31 2048 0 0 31 2048 0 0 0

32 2049 0.0 0.0 32 2049 0 72 72 32 2049 72 0 72

33 2050 0.0 0.0 33 2050 486 0 486 33 2050 0 0 0

34 2051 0.0 0.0 34 2051 0 0 34 2051 0 0 0

35 2052 0.0 0.0 35 2052 0 0 35 2052 0 0 0

36 2053 0.0 0.0 36 2053 0 71 71 36 2053 0 71 71

37 2054 0.0 0.0 37 2054 0 108 108 37 2054 108 0 108

38 2055 0.0 0.0 38 2055 0 0 38 2055 0 0 0

39 2056 0.0 0.0 39 2056 0 0 39 2056 0 0 0

40 2057 0.0 0.0 40 2057 0 0 40 2057 0 0 0

41 2058 0.0 0.0 41 2058 0 0 41 2058 0 0 0

42 2059 0.0 0.0 42 2059 0 0 42 2059 0 0 0

43 2060 0.0 0.0 43 2060 0 0 43 2060 0 0 0

44 2061 0.0 0.0 44 2061 0 0 44 2061 0 0 0

45 2062 0.0 0.0 45 2062 0 0 45 2062 0 0 0

46 2063 0.0 0.0 46 2063 0 0 46 2063 0 0 0

47 2064 0.0 0.0 47 2064 0 0 47 2064 0 0 0

48 2065 0.0 0.0 48 2065 0 0 48 2065 0 0 0

49 2066 0.0 0.0 49 2066 0 0 49 2066 0 0 0

50 2067 0.0 0.0 50 2067 0 0 50 2067 0 0 0

51 2068 0.0 0.0 51 2068 0 0 51 2068 0 0 0

52 2069 0.0 0.0 52 2069 0 0 52 2069 0 0 0

53 2070 0.0 0.0 53 2070 0 0 53 2070 0 0 0

54 2071 0.0 0.0 54 2071 0 0 54 2071 0 0 0

55 2072 0.0 0.0 55 2072 0 72 72 55 2072 72 0 72

56 2073 0.0 0.0 56 2073 486 0 486 56 2073 0 0 0

57 2074 2.0 0.2 57 2074 0 0 57 2074 0 0 0

58 2075 1.4 0.1 58 2075 0 0 58 2075 0 0 0

59 2076 3.9 0.4 59 2076 0 71 71 59 2076 0 71 71

60 2077 2.7 0.3 60 2077 0 108 108 60 2077 108 0 108

61 2078 2.1 0.2 61 2078 0 0 61 2078 0 0 0

62 2079 1.1 0.1 62 2079 510 0 510 62 2079 0 0 0

63 2080 1.0 0.1 63 2080 0 0 63 2080 0 0 0

64 2081 3.1 0.3 64 2081 0 0 64 2081 0 0 0

65 2082 0.0 0.0 65 2082 0 28 28 65 2082 0 28 28

66 2083 3.7 0.4 66 2083 0 0 66 2083 0 0 0

67 2084 2.0 0.2 67 2084 0 0 67 2084 0 0 0

68 2085 3.3 0.3 68 2085 0 0 68 2085 0 0 0

69 2086 3.8 0.4 69 2086 0 0 69 2086 0 0 0

70 2087 4.6 0.5 70 2087 0 0 70 2087 0 0 0

経過年数 年度

改築事業費

ＭＰ ポンプ場 計
経過年数 年度

改築延長
(km)

改築
事業費
(百万円)

経過年数 年度

改築事業費

処理場 ポンプ場 計
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71 2088 0.5 0.1 71 2088 0 0 71 2088 0 0 0

72 2089 0.2 0.0 72 2089 0 0 72 2089 0 0 0

73 2090 0.0 0.0 73 2090 0 0 73 2090 0 0 0

74 2091 0.0 0.0 74 2091 0 0 74 2091 0 0 0

75 2092 0.0 0.0 75 2092 0 0 75 2092 0 0 0

76 2093 0.0 0.0 76 2093 0 0 76 2093 0 0 0

77 2094 0.0 0.0 77 2094 0 0 77 2094 0 0 0

78 2095 0.0 0.0 78 2095 0 72 72 78 2095 72 0 72

79 2096 0.0 0.0 79 2096 486 0 486 79 2096 0 0 0

80 2097 0.0 0.0 80 2097 0 0 80 2097 0 0 0

81 2098 0.0 0.0 81 2098 0 0 81 2098 0 0 0

82 2099 0.0 0.0 82 2099 0 71 71 82 2099 0 71 71

83 2100 0.0 0.0 83 2100 0 108 108 83 2100 108 0 108

84 2101 0.0 0.0 84 2101 0 0 84 2101 0 0 0

85 2102 0.0 0.0 85 2102 0 0 85 2102 0 0 0

86 2103 0.0 0.0 86 2103 0 0 86 2103 0 0 0

87 2104 0.0 0.0 87 2104 0 0 87 2104 0 0 0

88 2105 0.0 0.0 88 2105 0 0 88 2105 0 0 0

89 2106 0.0 0.0 89 2106 0 0 89 2106 0 0 0

90 2107 0.0 0.0 90 2107 0 0 90 2107 0 0 0

91 2108 0.0 0.0 91 2108 0 0 91 2108 0 0 0

92 2109 0.0 0.0 92 2109 0 0 92 2109 0 0 0

93 2110 0.0 0.0 93 2110 0 0 93 2110 0 0 0

94 2111 0.0 0.0 94 2111 0 0 94 2111 0 0 0

95 2112 0.0 0.0 95 2112 0 0 95 2112 0 0 0

96 2113 0.0 0.0 96 2113 0 0 96 2113 0 0 0

97 2114 0.0 0.0 97 2114 0 0 97 2114 0 0 0

98 2115 0.0 0.0 98 2115 0 0 98 2115 0 0 0

99 2116 0.0 0.0 99 2116 0 0 99 2116 0 0 0

100 2117 0.0 0.0 100 2117 0 0 100 2117 0 0 0

合　計 35.4 3.6 合　計 2454 1032 3486 合　計 720 312 1032

管路施設 km 百万円 処理場・ポンプ場 百万円 百万円 百万円 ポンプ場 百万円 百万円 百万円 
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１０－３．汚泥の再生利用量算定根拠 

 

 過年度の発生汚泥量とその汚泥の堆肥化量と埋立量の内訳を表 10.16に示す。 

 

表 10.18 発生汚泥量と再利用量の実績 

m
3
/年 t/年 ｔ/年 （％） ｔ/年 （％）

H24 92,835 90.73 66.60 73.4% 24.13 26.6%

H25 120,250 116.62 92.50 79.3% 24.12 20.7%

H26 134,426 124.06 99.90 80.5% 24.16 19.5%

H27 140,669 131.38 107.30 81.7% 24.08 18.3%

H28 138,453 98.07 74.00 75.5% 24.07 24.5%

平均 125,327 112.2 88.06 78.1% 24.11 21.9%

年間
発生

汚泥量

年間
発生

流入水量 堆肥化 埋立

用途別内訳

 

  

将来の発生汚泥量は、年間流入量と年間発生汚泥量の比率より算定することとし

た。流入水量は、水洗化人口と日平均汚水量原単位を用い、年間流入水量を求める。

これより、年間発生汚泥量を求めた。 

埋立量は、毎年 24t であることより、これを除して堆肥化量を求めた。 

 

表 10.19 発生汚泥量と堆肥化割合 

水洗化人口 1,444 人 1,630 人

汚水量原単位 日平均 380  /人･日 日平均 380  /人･日

年間流入水量 200,283 m3/年 226,081 m3/年

流入量当たり汚泥量 0.895 kg/m3 0.895 kg/m3 112.2t/年÷125,327m3/年

年間発生汚泥量 179.3 t/年 202.3 t/年

埋立 24 t/年 24 t/年

堆肥化量 155.3 t/年 178.3 t/年

堆肥化割合 86.6 ％ 88.1 ％

備　　考2035年度（平成47年度）2024年度（平成36年度）
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